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家族として，熱心に正 しい祈 りを捧げるな

らば，愛する人々 との絆が強まるだけでな

く，天父との交わ りを通して霊的にも成長

するようになるで しょう。

私たちが特に天父の助けを必要 とするの

は，福音の真理 を学んでそれに従 って生活

しようとする時であ り，人生において重大

な決定 を下 そうとする時です。重大な決定

の中には，学業や結婚，就職，住居，家族

の扶養，主のみ業の中での相互の奉仕，主

からの赦 し，そして 自分がするすべての事

柄について，絶えず主 の導きとみ守 りを求

めることなどが含 まれます。私たちは数 多

くの事柄 について助けを必要 としています

が，それらはいずれ も切実で真情あふれる

ものです。

私はこれまでよく各地の ステーキ部や伝

道部を訪問 して まわりましたが，行 く先々

で，問題を抱えた人，特 に大きな助けを必

要 としている人に会ってきました。 そのよ

うな時，私が最初に尋ねるのは，「お祈 りし

てみましたか。何回ぐらい祈 りましたか，

真心から祈 りましたか」ということです。

私が注意 して見てきたところでは，神 との

交わ りがおろそか になる時に， 罪が入り込

んでくるようです。そのことがあるために，

主は予言者ジョセフ ・スミスにこう告 げら

れたのぞす。「われ一人に対 して言うことは，

万人に向いて言うなり。汝らかの悪魔に征

服せ られて，今居る所より立ちのかされざ

る様常1こ祈るべ し。」<教 義 と聖約93：49)

次の ような言葉で祈 りの方法を私たちに

教えて下さったのは，ほかならぬ主御 自身

です。

「故に
，汝らは次のごとく祈れ。『天にま

しますわれ らの父よ。御名を崇め奉 る。
みこころ

御 旨の天に成し遂げ らるる如 く地にもこ

れを成し遂げたまえ。

われ らに対して罪を犯す者をわれらの赦

す如 くわれ らの罪をも赦したまえ。

われ らを誘惑に逢わせず悪より救い出し

たまえ。

主権 と威勢 と栄光とは永遠にこれを汝に

帰 し奉 る。 アーメン』 と。」(m二 一ファイ

13：9-13)

この指針 には， それ ぞれの心構 え，主の

みむねに対 する愛，他の人々への愛， また，

自分の信仰 や生活が道に添った ものである

ことを明らかに示すなどといった点につい

て，私 たちが深 く考えなければならない多

くの事柄が含 まれています。 もし私たちが

ひとつの民 として，この基本的な指針に学

ぽうとするならば，祈 りについて理解を深

め，霊的に成長する上での備 えをすること

ができるで しょう。 もちろん，一緒に祈 る

人のことや場所 についても考えておかなけ

ればな りません。家族の祈 りもそうなので

すが，公けの場 における祈 りをもって祈 り

のすべてとすることができない理由のひと

つがそこにあ ります。

しか し，家族が円くなって祈 る時，子供

たちは両親 の祈 りを聞きなが ら，天父とど

のように話 したらよいかを学びます。私た

ちの祈 りがいかに正直で心 の込 もったもの

であるかを知るまでに，それほ ど時間は必

要 としないでしょう。 もし祈 りがせわしげ

なものであった り，実のない形式的なもの

に流れがちであれば，子供たちも祈 りをそ

2

9



のようなものとして受け取 ることでしょう。

家族の祈 りや個 人の祈 りを捧げる時は，次

のモルモ ンの勧 めに従 うとよいでしょう。

「それであるから，私の愛する兄弟らよ，

あなたたちは……あ りたけの心 をつくして

御父に祈れ。」(モ ロナイ7：48)

さ て，時間や人の耳を気にせず， 自分ひ

とりで祈る時にこそ，最 もよい祈 りができ

るという事柄 も中にはあります。ひとりに

なって捧げる祈 りは とて も大切 なものであ

り，多くの祝福 をもたらします。恥ずか し
ぎ まん

さ，見せかけ， それに身に染みついた欺隔

性 もすべてかなぐり捨てることができるか

らです。また心 を開いて， 包み隠すことな

く正直に自分の願望や考えを話すこともで

きるでしょう。

私たちが集まって祈 る時，それが家庭，

教会あるいは社交や公けの場のいずれであ

れ，天の御 父と言葉を交わす という祈 りの

目的を忘れてはなりません。これは難 しい

ことのように思えますが，他の人々と共に

祈る場合の態度としては， 自分の祈 りを聞

く人がどのように感 じるだろうか と気 にす

るよりも，心を込めて誠実 に主と言葉 を交

わそうとする方が望ましいと言えます。

私は昔から，個人の祈 りを捧げるために

ひとりになれる場所が必要 であると心 に感

じてきました。救い主も時々その必要性を

お感 じになって， 山や荒野の中へ入って祈

りを捧 げられ ました。 同じように使徒 パウ

ロは，大いなる召しを受けた後，荒野へ入

ってひとりにな りました。 ジ ョセフ ・ス ミ

スはひとりになるために森の中へ入 り，小

鳥と木々と神だけが聞く中で祈 りを捧 げま

聖徒 の道/1982年3月 号

ノ

した。彼の記録 には，大切な鍵が幾つか記

されています。 「そこで神 に願 うと言 うこ

の決心 に従 い， これを実行 しよ うとして私

は森の 中へ 人を避けて入 り込んだ。……こ

のような企てをしようとしたのは，私の生

涯では じめてであった。 というのは私があ

れほど苦しんでいる真最 中でも，口に出し

て神 に祈 ろうとしたことは まだこれまでに

なかったか らである。」(ジ ョセフ ・スミス

2114)

私 たち もできるかぎり，部屋やクローゼ

ッ トなど，「人を避けて」「口に出して」神

に祈れ るような場所を捜すべきです。声を

出して祈ることについて，主は私たちに何

度 も教 えを与えておられます。「われ汝に再

び命ず。汝心の中にて も祈 りまた声を出し

て も祈るべし。然 り，人々の前 にても祈 り

またひそかにても祈 り，公 にても祈 りまた

陰にて も祈 るべし。」(教 義 と聖約19：28)

これは私たちの祈 りと信仰生活の中心をな

す ものであり，主は神権を持つ兄弟たちに，

「各会員の家庭 を訪れて
，彼らが声を挙げ

て もひそかにても祈 りを為 し，すべての家

庭の務 め にいそしむよう勧 めをな(せ)」

(教義 と聖約20：51〉 と命じておられ ます。

では，何 について祈ればよいのでしょう

か。私 たちはこれまでに受けた祝福に対し

て，真心からの感謝と喜びを表わす必要が

あります。主はこのように言われました。

「汝ら如何 なる祝福 を受 くるとも
，『みた

ま』によりてこれを神 に感謝せざるべから

ず。」(教 義 と聖約46：32)天 父が下さる祝

福 に対 して心からの感謝を捧げるなら，私

たちの上には何とも言い表わすことのでき

3



」

ない素晴 らしいみたまが注がれ，安らぎを

得ることができます。恵みとして与えられ

ている福音とそれ に属ける知識，両親 を初

め，私 たちのために尽 くして くれる人々の

骨折 りと努力， そして，家族，友人，様々

な機会，肉体，精神，生命，人生における

有意義な経験，天父が下 さる助け，思いや

り，祈 りへの答えなど，神に感謝すべき祝

福はたくさんあります。

指導者のために祈ることもできます。パ

ウロは次のように記 しています。 「そこで，

まず第一 に勧める。すべての人のために，

王たちと上に立っているすべての人々のた

めに，願 いと，祈 と，とりな しと，感謝と

をささげなさい。」(1テ モテ2：1)も し

このような祈 りを捧げるならば，私たちを

治める国家とその法律 に対する忠誠心が養

われることで しょう。そ して，教会の指導

者に対する信頼 と愛が深まり，子供 も彼ら

を尊敬するようになるで しょう。彼らのた

めに祈るなら，教会の役 員に対する批判が

出てくることはまずないでしょう。私は生

涯を通 じて教会の指導者 を支持 し，彼らの

ために祈 りを捧げてきましたが，これは大

きな喜びです。また近年 においては，聖徒

の皆さんが私のために捧げて下さった祈 り

により，大きな力が もたらされるのを感 じ

ています。'

伝 道活動全般 について，私たちは常 に祈

る必要があります。 国々が門戸を開いて福

音を受げ入れるように祈 るのです。 また，

輝か しい福音のおとずれを分かち合 えるよ

うに，導きと機会を求めて祈 ります。子供

たち一人一人が伝道の業 のために日々祈 る

ならば，彼らは立派な宣教師になることで

しよう。

私 たちは落胆した人，悩む人，病 に苦し

む人，助けを必要 としている人，罪を犯し

た人のために も祈 ります。そして私 たちは，

自分 に敵意を持 っている人のためにも祈 り

人生での有意義な

経験に対して，

真心から感謝を捧げる。
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ますが， それは次の美 しくも力強い主の勧

告を覚えているからです。「しかし，聞いて

いるあなたがたに言う。敵を愛 し，憎む者

に親切にせ よ。のろう者を祝福 し， はずか

しめる者のために祈 れ。」(ルカ6：27-28)

だ れかに憎 しみを感じたとしても， その人

のために祈 りを捧げるようにすれば，敵意

は消えてなくなるでしょう。

私 たちは知恵と，判断 力と，・理解 力を求

めて祈 ります。 また危険な状態にあっては

み守 りを，誘惑の時には，それに耐える力

を求めて祈 ります。愛する家族や友人のこ

とも忘れません。言葉 に出して，あるいは

心の奥深 く静かに祈 り続け， 日々の営みの

中でも，一っ一つのことを立派に果たせる

ように心の中で絶 えず祈 ります。心の中で

あれ，口に出してであれ，偽 りのない祈 り

を捧げながら悪いことのできる人がいるで

しょうか。

さらに私たちは結婚や子供のこと，ある

いは隣人や仕事，決断を要す ること，教会

での責任，証， 自分の気持ちや 目標にっい

て祈 ります。 アミュレクの偉大な勧告 に従

って，神の憐 れみや 日々の生活の糧 を求 め，

家族のためにまた敵の力に立 ち向かうこと

ができるように神 に祈 ります。すなわち，

「一切 の義 しいことに敵対する悪魔を防ぐ

ことができるよう……田畑の収穫が豊であ

るよう」神に祈るのです。そして，「声をあ

げて主に祈 らない時で も， 自分の為また自

分のまわ りの 人々の為を思 ってたえず心 の

中で」祈 るのです。(ア ルマ34118-27参

照 〉

ところで，祈 りは自分から話 しかけるだ

けの一方通行のものなのでしょうか 。いい

え，そうではあ りません。「祈 りはたましい

の見えぬ望 み」(讃 美歌176番)と 言われる

ひとつの理由は，祈 りが天父に話 しかける

機会であるだけでなく，天父から愛と霊感

を受ける機会で もあるか らです。祈 りの最

後には， たとえ数分間であっても，耳を澄

ませて聴 く時間をとる必要があります。私

たちはこれまで勧告 と援助を求めて祈 って

きました。今度は 「静まって，わたしこそ

神であることを知れ」(詩 篇46：10)と い う

み言葉に従わなければなりません。

主 はどのような言葉を使われるのでしょ

うか。オ リヴ ァ ・カウ ドリが祈 りの答えに

っいて疑問に思 っている時，主は予言者 ジ

ョセフ ・ス ミスを通 して次のような勧告を

授けられました。

「誠にまことにわれ汝に告 ぐ。汝 もしこ

の上 の証詞 を得ん と欲せば，これらのこと

の真理を悟 らんとして汝が心の中にわれに

向いて呼びし夜のことを深 く思 うべ し。

われ汝にそのことに就 きて心安かれと告

げしにあ らずや。汝，神よりの証詞 より大

いなる証詞をいずこに得るや。」(教 義と聖

約6：22-23)

その後 しばらくして，主は再び予言者ジ

ョセフ ・ズミスを通してオリヴァ ・カゥ ド

リに指示 をお与えになりました。

「汝心の中によく思い計 り
，その後願う

こともし正しからば汝願わざるべがらず。

願 うこと正 しからば，その時われ汝の心を

内に燃やさん。これによりて汝にその正し

きを感ぜしむ。

され どもし願 うところ正しか らずば，か

聖徒 の道/1982年3月 号 5



かる感 なくして汝の心は次第に鈍 くな… 一

らん。」(教 義と聖約9：8-9)

祈 りの言葉を学ぶことは，一生をかけて

行なう喜びにあ、ζ・れた経験です。祈 りの後

で耳を澄ませていると，心 にある考えが湧

き上がってきた り，強い気持ちを感 じた り

することもあります。平安 に包まれて，す

べてはうまく行くと確信することもあ りま

す。 しかし，私たちが正直で熱心であるな

らば，いつ もよい気持 ちを感 じることでし

ょう。それは天父に対する温かい気持 ちと，

天父が私たちに対して持 っておられる愛を

感 じるからです。私たちの中に， この穏や

かで霊的な温かさの意味を知 らない人がい

るのは，私 にとって悲 しいことです。 なぜ

なら， これは私たちの祈 りを天父が聞いて

下さっていることを証するものだからです。

天父は私たちが自分 自身を愛する以上に私

たちを愛しておられます。つまり，天父を信

頼し，天父のみ恵みに頼れ るということを

意味 しています。また，私たちが絶 えず祈

り，ふさわしい生活をするならば，天父が

そのみ手をもって導きと祝福を撞けて下 さ

るということも意味しています。

それゆえに，「みこころが……地にも行な

われ ます ように」(マ タイ6：10)と 祈 った

後で，そのための努力をす るのです。指導

者に助言を求めておきながら， それに従わ

ないようなことをしてはいけません。主に

祝福 を求めておきながら，与えられた導き

を無視するようなことは許 されません。そ

こで私たちはこう祈 ります。「主よ，みここ

ろが行なわれますように。憐れみ深き父よ，

あなたは私にとって最 も良いことを御存 じ

です。私はあなたのいつ くしみにあふれた

導きを受け入れて，それに従 います。」

このように祈るのは，なぜでしょうか。

聖典 によれば，私たちが時々 「悪い求 め方」

(ヤ コブ4：3)を したり，必要 でないこ

とを願 ったり(教 義 と聖約88：65参 照 〉，

「正 当」でないものを請い求めた りする(m

二 一ファイ18：20参 照)か らです。 しかし

それでもなお，愛にあふれた天父は私たち

の親として私たちを心 にかけて下さるので

す。 そのことについて，主は次のように教

えられ ました。

「あなたがたのうちで
，父であるものは，

その子が魚を求めるのに，魚の代 りにへび

を与えるだろうか。 ・

このように，あなたがたは悪い者であっ

ても， 自分の子供 には，良い贈 り物をする

ことを知 っているとすれば，天の父はなお

さら，求めて来る者に聖霊 を下さらないこ

とがあろうか。」(ル カ11：11，13)

天 父 に祈ることは，素晴らしい特権 であ

り喜びです。 また祝福 でもあります。 しか

し，私たちがすべき;と は，祈ることだけ

ではあ りません。 アミュレクは誤解のない

ように教 えてい ます。 「私 の愛する同胞よ。

・た とえ 〔祈 りを〕行 っても
， もしも貧

しい者や着る物のない者の願いをことわり，

病んでいる者，あるいは悩んでいる者を見

舞わず，持物がありながらその幾分を貧 し

い者 に施 さないならば，あなたたちの祈 り

は空しくなってその効果はなく，またあな

たたちは神の言葉を否定する偽善者のよう

になるであろう。」(ア ルマ34：28)私 たち

は祈る時と同じように，誠実で熱心に，福
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音 に従 った生活をすることを忘れてはなり

ません。

そのようにすれば，天の恵みは私たちの

ものになるでしょう。 そして，祈 りは私た

ちの生活 に真理をもたらすことでしょう。

言葉 と行ないにおいて天父にまった く正直

であり， しかも 日々の祈 りの中で悔い改め

と正 しい生活を営んでいるとの報告をする

人は，真心から天父の助け，特 に赦 しを求

める力を自分の中に見いだすのです。

私はイノスの物語がとて も好 きです。彼

は助けを切望 していました。私たちと同じ

ように，主の道か らそれていたのです。完

全な人はひとりもいません。イノスの罪が

どれほど深 いものであったかはわか りませ

んが，彼は次のように記しています。「私は

自分の罪を赦され ようとして，一心不乱に

神の御前に祈 ったことについてあなたたち

に話をしよう。」

彼の記録は心に迫るものがあ り， その言

葉は印象的です。「ごらん，私は獣を狩ろう

と森へ行 った……。」

しかし，獲物は何 もありませんで した。

イノスは自らの魂 に語 りかけ，真の 自己の

姿というものを懸命 に求めたのです。 こう

してイノスは新たに生まれ変わ ります。雑

草のはびこった荒地で生涯を送ろうとして

いた彼が，今や水でうるおった肥沃な土地

を捜 し求 めるようになったのです。

イノスは続けてこのように記 しています。

「私 の父が永遠 の生命 と聖徒の幸福 につい

て教 えた言葉を度々聞いたのが私の心に深

くしみこんだ。」

、つまり記憶の扉が開かれて父によって刻

み込まれた言葉がよみがえり，それがイノ

スに警告と霊感 を与えたのです。 そしてこ1

の 言葉はイノスの心 をかき乱しました。

「そこで私は 自分の心が飢えるのを覚え

・た。」悔 い改めのみたまに捕 らえられた

イノスは良心の呵責 に苦しみ，罪に汚れた

過去の自分 を葬 って，信仰 に生 きる人 とし

て生まれ変わりたいと一心 に願 いました。

「そこで私は……私の造 り主の御前にひ

ざまずき， 自分の身と霊のために一心こめ

て祈 りかつ願 った。」イノスは，人が罪のあ

るままに救われないことや，汚れたものは

神の王国に入れないことを知 っていました。

そして今や，新たに生まれ変わった人には

罪か ら清め られた新たな心が与えられ るに

ちがいないと悟 ったのです。

それが取るに足らないことで も，簡単な

ことで もないことは，イノスは十分承知 し

ていました。だからこそ，次の ように記 し

ているのです。「私は本当に一 日中神に……

祈った。」

これは普段の祈 りとは違います。あ りふ

れた語句や使い古された言葉を並べたもの

ではありません。時はどんどん過ぎ，やが

て太 陽も沈みました。 しかし， 罪の苦しみ

はまだ取 り除かれませんでした。悔 い改め

は決 して生易しいものではありません。 ま

た罪の赦 しという賜 も安閑としていて得ら

れるものではないのです。イノスが固い信

念をもって休 まずに祈 り続けたのは，彼に

とって神 との交わ りが非常に大切な ものだ

ったからです。彼は 「夜 になってもまだ私

の声が天にとどぐほど大 きな声で祈った。」

と言っています。
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熱烈な祈 りを捧げ，真心から約束 し， そ

の祈 りが心からの ものであることをはっき

りと示 したその後で，主のみ声がイノスに

聞こえました。「イノスよ，汝の罪はすでに

許されたれば汝は祝福を受くべ し。」(イ ノ

ス1-5)

天父 は生きておられ，私たちを愛し，悔

い改める者を赦し，愛する神の子供たちに

喜んで愛 と助けを与えて下 さいます。私た

ちにとって， これ に勝る祝福，喜びがある

でしょうか。

私が今 日に至 るまでの祈 りを通 して知 っ

たことは，心からの正直な祈 りは愛と力と

強さとをもた らす ということです。天父は

私 たちがこの世にある間，喜んで助け，'導

き，教え，指導 して下さいます。 だからこ

そ，救い主は大いなる愛をもって こう言わ

れたのです。「われ一人に対 して言うことは，

万人に向いて言うな り。汝ら……常 に祈 る

べ し。」(教 義 と聖約93：49)

こ の勧告 に従うならば，天父が私 たちの

祈 りを聞いてそれに応えて下さることを，

身をもって知 ることができるでしょう。 そ

してこれこそ天父が私たちすべての者に身
』
に付けて欲 しいと望んでおられる知識なの

です。それを探 し求めて下さい。愛する兄

弟姉妹の皆さん，どうぞこの知識を探し求

めて下さい。

ホームティーチヤーヘ の提 案

1.祈 り にっいて自分の経験を話す。

また家族の経験や感 じていること

を話 してもらう。

2・ このメッセージにある聖句や言葉

の中で家族 と一緒に朗読するとし

たら， どれ を選、ζミだろうか。 ほか

に読んでみたいと思う聖句はない

だろうか。

3。P天 父が私たちの祈 りを聞いてそれ

に応えて下さるということを自ら

悟るのは，なぜそれほど大切 なこと

なのだろうか。それによって私たち

の生活はどのように変わるだろうか。

4.個 人の祈 りやほかの人々と一緒に

する祈 りをよりよいものにするに

はどうすればよいだろうか。その

方法にっいて家族 と話 し合 う。

5.訪 問する前に，家長と話 し合って

おく必要があるだろうか。祈 りに

ついて定員会指導者や監督から家

長へあてられたメッセージがある

だろうか。

8
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質 疑 応 答

解 答 者
工 一 メル ・J・モー トン

[論f甥 柔霧』綱
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Q
I日約聖書にある 「目には目，

歯には歯」(出工ジブト21：

24)と いう教えについてよ

く飲み込めないところがあります。

主はなぜイスラエルの子らに，この

ような報復の律法を与えられたので

しようか。

職llIIIIIll川IIIIlll"IIIIlllllllIIIIIl田"lllII"lllllIlll剛IIII"師IIIIIII匡lmIIIIIIllllllIIIIlllIIIIl"1閉llIIIIIll田1111

聖徒 の道/1982年3月 号

●本誌の解答は問題解決の一助として与え

られたものであり，教会の教義を公式に亘

言するものではありません。

A
興味深いことですが，この1節 が

言わんとしているのは，復讐や報

復を正当なものとして認めるとい

うことではあ りません。 旧約聖書の中で主

が言っておられ るように，この聖句は 「善
いん ゆ

には善，悪 には悪」という意味の隠喩なの

です。パウロがこの概念を簡潔 に述べてい

ます。「人は 自分のまいたものを，刈 り取る

ことになる。」(ガ ラテヤ6：7)

「目 には 目を」 という概念は旧約聖書の

時代にさばきづかさの指針 として授けられ

たひ とつの原則であ り，それによって公正

な裁きが行 なわれ，人々が個人的な報復 を

することのないように与えられたものです。

アルマが息、子のコリアントンに説明 した

「悪を悪 に肉欲を肉欲 に
，……善を善 に，

義を義 に」(ア ルマ41：13)と い う原則は回

復の原則です。また救い主 も山上の垂訓で

このように述べておられます。 「あなたがた

の量 るそのはか りで， 自分にも量り与 えら

れるであろう。」(マ タイ7：2)

最 後 の裁きの時， 目は目に，歯は歯に，

憐れみは憐れみに，親切は親切に，そして

特に重要なことなのですが，悪は来世 で悪

しき生活に回復 されるのです。

救 い主は山上の垂訓の中で 「目には 目，

歯には歯」の1節 を引用されましたが，そ

の後を続けてこのように言われました。「し

か し，わたしはあなたがたに言う。悪人に

手向かうな。 もし，だれかがあなたの右の

頬を打っなら，ほかの頬をも向けてや りな

9



』

さい。」(マ タイ5：38-39)主 は シナイで

モーセに授けた もうた神聖な正義の律法を

取 り消されたのではありません。それどこ

ろか，当時の律法学者やパ リサイ人の教え

が聖典の意味するところを誤 って理解 した

ものであることを指摘されました。律法学

者やパ リサイ人は，裁きはその権能を持っ

人々だげに許 されるものであるとは考えませ

んでした。「目には 目，歯 には歯」という原

則を，他 人から危害を加 えられた場合は個

人的に報復 して もよいという考えを正当化

するための根拠 として解 していたのです。

モーセの律法の中にあるように，イスラ

エルの子らに与え られていた戒めは明確 な

ものです。「あなたはあだを返 してはな らな

い。あなたの民の人々に恨みをいだいては

ならない。あなた 自身のようにあなたの隣

人を愛さなければならない。」(レビ19：18)

このように，彼らはあだを返すことは もち

ろん， 人を復讐へ といざなうような遺恨 は

いささかも心 に持つことがあってはな らな

いと教 えられていました。逆に，愛し，報
ゆだ

復を主のみ手 に委ねることが，彼 らの義務

だったのです。

救い主は山上の垂訓の中で，復讐しよう

としてはならないと民 に教 えられ ました。

この教えは，かつてモーセを通して授けた

同 じ原則の回復に過ぎません。すなわち，

本来の意味か らそれたこの世的な教えに基

づ く言い伝えを取 り除くために， この原則

を再度強調されたのです。

10

愛が義務

私
たちはこの人生において 多くの事柄を

義務感か らします。 税金を納め，遅刻

して も制限速度を守 り，昼食が済めば職場

に戻 ります。それが皆，私たちの義務 だか

らです。 また多くの人が，神の教えに従 う

こともそれと同様の行為であると考えてい

ます。つ まり神への従順は義務 なのです。

ですから不従順でいる時 には，神が どこか

の街角に待ち伏せをしていて，ふいに襲い

かか って 自分 を捕 ま えよう としているの

ではないかと不安で仕方がありません。私

たちは 自分が正 しいと思 うことは断固とし

て行ないます。例 えば，新聞を読みたくて

しょうがない時でも聖典 を読み， 自分がど

んなに苦 しくて も献金をし，確固とした決

意をもってク リスチャンと呼ばれるに、ζ・さ

わしい生活をしているか どうか 自己吟味す

るなどのことがそうです。r

さて， 当然のことですが，義務感 にはそ

れなりの効用があ ります。私 たちが義務感

というものを重視するのはそのためです。

義務感は偉大な教師であ り， まどろむ人の



感 に取 って代 わる時
J・ ス ペ ンサ ー ・キナ ー ド

目を覚 ます鐘の音です。 また， 人生がちっ

ぽけな喜怒哀楽の情をはるかに超えた大き

なものであることを思い出させて くれる鞭

で もあります。算数の勉強をするよりも日

向で遊びたがる子供たちにとって もそうで

あるように，私たちにも， もっと大切なこ

とをするように人を促す義務感が必要な場

合が時々あ ります。時々というよりは頻繁

というべきなのかもしれ ません。

とは言 え，義務感さえあれば， 自分の心

を変え，神のみ もとに戻ることができると

いうような考 えに惑わされてはなりません。

道を照らすには， とて もそれ だけでは足 り

ないのです。朝の光が池の氷 を溶かすよう

に， どこかで，愛が義務感に取って代わ ら

なければなりません。私 たちは主に従わな

ければなりませんが，それは恐れか らであ

ってはなりません し，また，正当で当然の

ことだからという理由だけで も不十分です。

主を愛するが故 に主 に従 わなければならな

いのです。私たちは主に仕えたい と切望 し

ています。そして，究極 の理 想と至高の愛

の源である主のようになりたいと切望 して

います。

主が，「義 に飢えかわいている人たちは，

さいわいである」(マ タイ5：6)と 言 われ

たのは何 も偶然ではあ りません。飢え渇く

という言葉は私たちがよく知 っている言葉

です。この言葉は，私たち人間が必要 とし

ているもの について，何か力強いものを教

えてくれます。ある作家は 「我々には飢え

以外の何物 も存在しない」 と言いました。

愛という言葉は，ほかの何物をもってして

も不可能な時に，人の心の中にある壁を砕

き，人を動かす言葉なのです。

確かに主は，私たちが義務感からした行

動であっても， それを受け入れ，祝福 を与

えて下 さることがあ ります。 しかし，それ

以上のものがあることを理解しましょう。

交響曲を作曲させ，優れた小説を書かせる

もの， それは愛です。親を子供の枕元に引

き寄せるの も愛です。つま り，愛，愛だけ

が私たちを主のみもとに導くことができる

のです。
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」 工

エ ドウ ィン ・ブ ラ ウン ・ファー メー ジ

数 年前 ある昼食会の席でひとりの有能
で洞察力の深い弁護士 と隣合わせた。

私は彼について前からよく知 っていた。私

は彼が私たちとは別 の教会の会員であるこ

とを知 っていたし，彼の方 も私が活発なモ

ルモンであることを知 っていた。

当たり障りのないことを少し話した後で，

彼は真剣な顔をして幾っか質問してきた。

最初の質間は こうだった。「モ ルモ ン教会

はキリス ト教ですか。」そして彼は，この質

問は道徳的な意味ではなく神学 的な意味の

ものであるという説明を付け加 え，モルモ

ンの教えるイエスの使命を知 りたがった。

このあまりに包括的な質問に私は気 を飲

まれてしまった。私は考えをまとめ，系統

立てた答えをしようと思案 しながら， モル

モン教会で教えている救い主の使命にっい

て説明するには，何よ りも先 に， この世 に

おける使命以前のことか ら始めなければな

らないことに気がついた。 そこで私は， キ

リス ト・イエスの使命として12の 事柄を簡

単に説明することにした。

最初に，私たちが信 じている，人の存在の

永遠性を説明するために，教義 と聖約93章

の聖句を引用した。その中でイエスは予言

者ジ ョセフ ・ス ミスに，人の英知の永遠性
は じめ

を説 いておられる。「太初にわれ御 父 と共

に在 りき。われはその 『長子』 なり。汝ら

もまた太初 に御父 と共に在 りき。……人は

また太初に神 と共 に在 りき。英智，すなわ

12
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キリス ト・イエス

ち真理の光 とは，創造され しにあらずまた

造 られ しにあらず，実にかかるべき ものに

あらざるなり。見よ，ここに人の 自由意志

あり。」(教 義と聖約93：21，23，29，31)

2番 目に，私は天上の大会議について述

べた。 ここで御父のすべての子供が，人類

の永遠の進歩のために定め られた神の計画

について学んだのである。・自由意志は， 人

は造 られたものでなく，永遠の存在である

という考えの下 に生得権 として与えられた

ものであるが， イエスはこの 自由意志を守

ろうとする御父の計画 を擁護 して立った。

一方ルシフェルはこの計画 を変え
，人から

'

自由意志 を取 り上 げようとし亡いた。(モ

ーセ4：1-3参 照)

3番 目に私が話 したのは，御父の大 多数

の子供たちから受 け入れ られた御父のこの

計画を進めるために， この世と他の無数 の

世界を造られた，創造主 としてのイエスの

使命についてである。私はモーセに与 えら

れた偉大な示現を引用した。

「われわれが力の言によりてこれ らの も

のを創 りた り。そのわが力の言葉 とは，わ
め ぐみ

が生みたる独子のことにして恩恵と真理 と

に満てる者なり。

われは，無数の世界を創 りた り。而して，

またこれらはわれ 自らの目的あ り宅造 りし

なり。而レて，わが子によりてこれ らの世

界を創 り』たり。わが子 とは，わが生みたる

独子のことなり。」(モ ーセ1：32-33)

イエ スを宇宙 との関連の中で考えること

14

は，この弁護士にはまったく初めてのこと

のようで，彼の心 に強い印象を与 えた。

次に挙げたイエスの役割も，初期の教会

員の間ではよく理解され，述べ伝えられて

いたことであるが，この弁護士には聞き慣

れないことのようだった。私は， イェスが

旧約の神エホバであり，アブラパム， イサ

ク，ヤコブの神であり，モーセの律法をお

与えになった御方であることを説明した。

、イエスはこのことを， カー トランド神殿の

中で予言者 ジョセフ ・ス ミスに語 られた。

(教義 と聖約110=1-4参 照)ま た，はるか以

前に，イエスは二一フ ァイ人にも御 自身の

使命について告げてお られる。

「律法を授けたる者， またわが民なるイ

スラエル人と誓約を結びたる者はすなわち

われなり。それ故に，モーセの律法はわれ

によりてその 目的を達 して効用のなきもの

とな りた り。われは律法の 目的を達するた

めに来 りたるによりて律 法 は終 るな り。」

(III二一 ファイ15： ，5)

旧約 聖書の神エホバこそ，肉体を得てこ

.の世 に生誕する以前の イエスであるという

教 えも，背教者の教えに取 って代わられる

までの400年 あ まりの間，古代の教会で述べ 、

伝 えられていたことであった。古代のユダ

ヤ人キ リス ト教徒たちが， モーセの律法や

予言者の権威を汚したとして告発された時，

常 に断言 してきたことは， この教 えは決 し

て新 しいものではなく，はるか昔か ら説か

れてきたものであり，時の初めからイエス
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キリスト・イエス

よ み

肉体を離れた霊が住む黄泉すなわ ち霊界に

おけるイエス ・キリス トの使命をできる限

り説明 した。そ して， この使命について も

古代の教会員たちはよく知 っていたと再度

強調した。 これは真実 であ り，御父の計画

の中できわめて大切な ものであった。

イエスは御 自分がなさろうとしておられ

ることを変貌と呼ばれる出来事の直前にピ

リポ ・カイザ リヤの地で使徒たちに明かさ

れた。予言者ジョセフ ・スミスは，イエス

が変貌された時 にペテロ，ヤコブ， ヨハネ

は大切 な鍵 とエンダウメン トを受けた と述

べている。そしてこのことは，結び固めの

権能について主が先にペテロに言われた言

葉を一層意味深いものとするのである。(E毎

≠oηげ 置h6Ch鰯6h「 教 会歴史」3：387参

照)主 の 「人々は人の子をだれ と言ってい

るか」という問いに対 するペ テロの，「あ

なたこそ，生ける神の子キリス トです」と

いう堂々だる宣言を聞いた後，救い主はペ

テロに次のように言われ たので ある。「黄

泉の門もそれに打ち勝つことはない。」(マ

タイ16：13-19， 欽定訳より和訳)欽 定訳

の新訳の部分を手がけた学者たちと，現代

の一部の入たちとでは，"Hel1"と い う言葉

の意味のとらえ方が違 っている。それは邪

悪な人が行く所，あるいはサタンの領土を

指しているのではない。死者の住居，すべ

ての死者の霊が行 く所 を意味するギ リシャ

語 のハデスと同義なの である。(訳 注 ：欽

定訳の"He11"に 当 たる語 は，日本聖書協
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の

主は使徒を聖任された。

会発行の口語訳新約聖書では 「地獄」また

は 「黄泉」 となっているが，「黄泉」はギリ

シャ語 のハデ ス，「地獄」は同 じくゲヘナ

を訳出したものである)ま た，町の 「門」 と

はこの市の外壁であ り， 中にいる者 と外部
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御 自身が予言者たちに語られてきたという

ことである。「エウセビオスの教会史」(丁 肋

Ch瀦6h撚 め矧 げEお θ伽s)の 編 者，アー

サー・カ、ッシュマン・マギフ ァー ト(合 衆国

の神学者，・1861-1933)は ， その書の中で，

偉大なこの最初の教会史家エウセ ビオスが

古代のすべての教父たちと同じように，Fイ

ェスこそ旧約聖書の中で聖なる姿で予言者

たちに現われ た御方 にほかならないと考え

ていた事実を，次のように指摘 している。

「エウセ ビオス(パ レスチナの神学者，

教会典家，学者，260?一340?)は ， 古代

の教会 で一般的に教えられていた，旧約聖

書の中に現われた神 は三 位一体 の第二 位

の御方キリス トであるという考え方を受け

入れている。 アウグステ，イヌス(古 代のキ

リス ト教会の教父，哲学者，354-430)は ，

キ リス ト顕現説を，父と子が同一本質の関

係 にあるという教義に矛盾するものである

と主張 し，これ と異なる見解 をとった最初

の教父であったと思われる。」(マギファート

「エウセ ビオスの教 会 史」7勉Ch郷 痂

πゑs∫oηρゾE粥6房 欝1890〉

モルモンが説 くキリス トの使命 について

話 し合 う中で，彼と私 の認識が一致 してい

たのは，第5番 目の使命についてだった。

イエスが予言の言葉通 り処女マ リヤから生

まれ， 当時の人々に福音を教 え，十字架に

つけ られたという点において，ふた りが信

じているこ とは同 じであった。(も っとも

主はそれよ り以前の予言者たちに教えてお

聖徒 の道/1982年3月 号

閣 、苦，讐 二謎 慰 難

かれたみ言葉通 りに，御 自身の民にもう一

度福音 を説かれているのである)そ れから

私は， イエスは地上にお られる間，神権の

権能によって御 自身の教会を設立されたと

いうモルモンの教 えを説明した。一部の人

人は， この教会を，イエスが十字架 におか

か りになった後に弟子たちによって作られ

たものと考 えているが，そうではない。主

は十字架におかか りになる以前 に，使徒た

ちを聖任され，七十人たちを伝道に遣わ し，

組織作 りをされたのである。

言うまでもなく，主の第一の使命は，他

のいか なる人といえども代わることのでき

ない ものであった。 すなわち，世の人の罪

を贈 うために十字架におかか りになるとい

うキ リス トとしての使命である。これ以上

確かな方法はないと信 じていると，私は若

い弁護士に証 した。 ただ私は どのようにし

て人の罪を我が身 に負い，それによって全

人類に復活をもたらす ことができるのか，

すべて を理解 しているわけではないと言い

添えた。私は確かにそれが真実であり，救

いの計画のこの部分は，人の意志にかかわ

りなく行なわれるもので，人に理解される

か どうかによって実効性 が左右されること

はまったくないと心か ら確信していた。

イエ スの6番 目の使命として私が挙げた

ことは，この弁護士 にはまったく初耳のよ

うだった。確かにそれは特異な教えであり，

彼の考えや認識か らすれば受 け入れ難いも

のであ ったろうと思う。私は，死によって

15
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の者とを隔てているものである。 つまり，

主がその時弟子たちに言われたことは， 門

すなわち死者の住む霊界の壁といえども，

教会が その中に入り込み，死の縄 目を受け

ている人々を解 き放つのを妨げることはで

きないとい.うことである。実際に主は， 自

ら霊界に降 りて行 き， そこで福音 を伝 えて，

人類を長い間縛 りつけてきた死ゐ力に打ち

勝たれたことを宣言 されたのである。

私は，このような信仰が初期の教会の人

人の間にあったこと，また，予言者ジ ョセ

フ ・ス ミスを通 してこれが完全 な知識 とし

て回復された ことを断言 した。教義 と聖約

の神権 に関する章の中で，主はジ ョセフ ・・

ス ミスに，人に救 いをもたらすためのひ と

つの計画を明らかにしておられる。その計

画とは 「ただにイエス ・キ リス トが 『時の

絶頂』にこの世 に肉身を受けて来 りたまい

し後 に彼を信じたる者のみならず， またす

べて始めより在 りし者 も，すなわちいまだ

キリス ト来りたまわざる以前に在 り，すべ

てのことに於て彼をキリス トなりと真に証

をなしたる聖霊の賜により霊感を受けて語

りたる聖き予言者たちの言を信じたる者 も

永遠の生命を得」(教 義 と聖約20：26)る

こ とができるようにするための ものである。

これ と同じ内容を，2世 紀のキ リス ト教

学者 イレナエウスが，驚くほどにジョセフ・

スミスの言葉 と似た表現で教えている。

「キリス トがおいでになったのは，テ ィ

ベ リウス(キ リス トの時代のローマ皇帝)

聖 徒 の道/1982年3月 号

、1、、弊 二羅 』難

の時代 にキ リス トを信 じていた者だけのた

めではない。 また御父は今生きている者の

ためだけでなく，世の初めか ら，・隣人に正

義と敬愛をもって接 し，キ リス トにまみえ，

そのみ声を聞きたいと心か ら願い求めてそ

の時代を生 きたすべての人のために， みこ

ころを行なわれるのである。」("Against

Heresies"『 異端反駁論』1：454-55)

私 は，福音が霊界にも伝 えられたことは，

救いの機会は全人類に与えられるというこ

の教義と密接 な関連性 を持 っていると説明

した。

アレクサ ン ドリアのクレメンス(2世 紀

の神学者)は こう述べている。

「そのために
，主は黄泉 にいる人々にも

福音を宣べ伝えられた。そして聖文はこう

述べている。『黄泉が滅びに言う。われわれ

は主の姿かたちは見なかったが，主のみ声

は聞いた。』……一体 どの ようにして聞いた

のだろう。聖文 には，洪水で罰せられた人

人に主が福音を宣べ伝えられた とは記され

てはいない。一・…主の僕である使徒たちが，

黄泉にいる人々に福音を伝えたのである。

それはこの世においてもそうであったが，

あの世 においても，主の僕の内最 も優れた

者たちが主の代 わりに働 くことが どうして

も必要 とされたからであろう。 そのために

主がヘブル人たちを悔い改めさせ，そのヘ

ブル人たちが異邦人を導かなければならな

かったのである。，……主が黄泉へ下って行

かれたのはほかで もない』福音を伝えるた

17
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めである。……なぜなら，霊界にいる者た

ちを裁判もな しに罪あ りとすることは正 し

いことではない。また，〔救 い主の〕誕生後

に生きた人だけが，神の正義 の恵みに浴す

るとしたら，それ も正 しいことではないか

らである。……主が，不 当な責めを受ける

ことがないようにと，生 きている人々に福

音を説かれたのであれば，それ と同じ理由

で，御 自身の降誕以前にこの世を去 った人

人にも福音を伝えられたと考 えて何の差し

支えがあるだろうか。」("TheMiscellanies"

pp.328-34)

これ と同じ内容のことが，啓示 によって

近代の予言者 ジョセフ ・F・ ス ミスに知 ら

された。それはジ ョセフ ・F・ ス ミスが，
ひとや

獄にいる霊にキ リス トが福音を説かれた と

いうペテロの記述の意味を，深く考えてい

た時のことだった。(「死者の贈 いに関する

示現」参照)

キ リストが霊界に下 られ，エホバとして

その使命を果たしていた時からの弟子や予 .

言者たちの中から宣教師団を組織されたこ

とは，初期の教父たちの多くが，しばしば

強調していたところである。

私は弁護士 に，この主の働 きに関連する

ものとして，死者のためのバプテスマ，す

なわち身代わりのバプテスマの儀式がある

ことを説明し，これ についてはパウロが コ

リントの聖徒たちに， 肉体の復活が確か に

起こることの証拠 として述べていることを

付け加えた。「もし死者が全 くよみがえらな

18

い とすれば，なぜ 人々が死者のためにバプ

テスマを受けるのか。」(1コ リント15：29)

身代 わ りのバプテスマはローマ帝国時代で

も，大きな都市にはびこる様々な哲学に汚

染 されることが比較的少なか った4世 紀 に

入ってもかなりの間続け られ，それ以後 も

さらに伝えられていったようである。

7番 目の使命については，ふたりとも同

じ考えで，話が合 った。私たちは復 活につ

いて， また復活されたイエスが.マリヤやペ

テロや他の弟子たち，エマオヘ向かう、ζ・た

りの弟子， テベ リヤの海で漁をしていたペ

テロと弟子たちにみ姿を現わされ，ついに

は昇天されたことについて話し合った。私

は主がこの時期 に使徒たちにさらに多くの

教えを与えられたことを指摘 した。 それら

の教 えの内容がどのようなものであったか

はともかく，主は復活の真実性について，

私たちすべての者に議論の余地のない教 え

を残されたのである。(主 御 自身が弟子たち

に姿を現わされたことがそれである。「わた

しの手や足を見なさい。 まさしくわたしな

のだ。 さわって見なさい。霊には肉や骨は

ないが，あなたがたが見るとお り，わた し

にはあるのだ。」ルカ24：39)そ して主はま

た戻って来るという約束をされた。昇天の

時にこう言い残しておられる。「ガリラヤの

人たちよ，なぜ天を仰いで立っているのか。

あなたがたを離れて天に上げられたこのイ

エスは，天 に上 って行かれるのをあなたが

たが見たのと同じ有様で，またおいでにな
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るであろう。」(使 徒1：11)

彼 は8番 目の使命については何 も知 らな

かった。私は，主が西半球でも導 きと教え

を施されたことを説明した。 それは主がユ

ダヤ人に言われた次の言葉の成就であった。

「わたしにはまた，この囲いにいない他の

羊がある。わたしは彼らをも導かねばなら

ない。彼 らも，わたしの声に聞き従うであ

.ろ う・ そして・つ いに一つの群れ・ひとり

の羊飼 となるであろう。」(ヨ ハネ10：16)

私 は弁護士に，御父はこのアメリカ大陸の

人々にも御子を紹介されたことを話した。
よ

「わが喜ぶ愛子を見よ
。われはこれに由 り

てすでにわが名の栄光 を示しぬ。わが愛子

に聞け。」(Ill二 一フ ァイ11：17)そ れ から

私は， イエスが東半球で築かれたと同じ教

会 をどのように組織されたかを説明した。

十二使徒が召され1聖 任された。また，偉

大な奇跡が行なわれ，盲人の 目が見えるよ

うになり，足なえが歩けるようになった。

子供たちは，東半球 の子供たちとは比べも

の にならない驚くべき奇跡を体験 した。 イ

エスが この時語られたイスラエルの家の状

態 と働 きに関する教えに匹敵するものは，

他のどの聖句にも見られない。 そのほか，

聖餐 の儀 式が定め られ，聖霊が授けられた。

こうして3日 にわたって導き と恵みを施 さ

れた後，イエスは天に昇られた。

私は9番 目の使命を挙げたが，この使命

について私たちは，それが実際に行 なわれ

た ということ以外，何 も知 らない。 イエス

聖 徒の道/1982年3月 号

1置、一，讐 二蓼 讐 鵬

は二一フ ァイ人への話の中で，ほかにもま

だ 自分の声を聞くはずの羊がいると述べ ら

れた。(III二 一ファイ16：1-5)つ まり，

今は，記録はないが，主の導きと教えを受

けた民が確かにほかにもいたのである。

10番 目の使命は，予言者 ジョセフ ・スミ

スを通 して回復の業 を導くことであった。

私は， 自分の証を添えて， ジョセフ ・スミ

スが真の教会へ導いて下 さるよう， どのよ

うに神 に願い求めたかを話 した。 また，最

初の示現について も説明した。御父と御子

が ジョセフにみ姿を現わされ，その後，天

使がジョセフ ・スミスに現われて，時の絶

頂に主御 自身がお建てになったと同じイエ

ス ・キ リス トの教会を地上に再び設立する

ために，必要な福音の知識と神権の権能を

ジョセフ ・ス ミスに与えたもうたのである。

11番 目に挙げられるのは，救い主が様々

な人々にみ姿を現わされたことである。最

初 の示現 でジョセフ ・ス ミスを訪れた後，

ロ レンゾ ・スノーをは じめ何 人かの予言者

に現われている。 そして私は弁護士に，過

去の時代 と同様，今 日も確かに主が主の教

会を導いておられることを述べた。

最後に，私は御父の偉大な計画における

最終的な， しかもまだ成就されていないイ

エス ・キ リストの使命について述べた。モ

ルモンは，文字通 り主の再臨があり，御父

の指示によって主が創造 されたこの地球を

治められることを信 じているのである。
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黒雲の

かなたに

キ ャシー ・ウ ィル コ ックス

教 会幹部からウ ィスコンシン州のマディ
ソンで地域大会が開かれることが発表

になった時，私たち家族は，た とえ240キ

ロの道の りを行 く旅費がなくて も大会に出

席するつもりでいました。果たせるかなそ

れから2週 間後，主人の雇い主から，だれ

かマディソンまで トラックを運転 して行 っ

てもらえないか という話があったのです。

この臨時収入があったお陰で旅費を賄うこ

とができたのでした。

ところで私は近 くの食料品店に行 く時で

も， よく道に迷って しまいます。 しかし夫

から，子供たちと私は夫の運転する トラ ッ

クの後について来ればよいと言われて，私

は万事うまくいくと思いました。

マディソンまでの旅は，何事 もなく無事

でした。そして大会は私 たちと救い主， ま

たお互いの絆を深める素晴 らしい祝福 とな

りました。

マディ'ソンからの帰路，私たちは激 し.い

雷雨に出くわ し，視界が悪かったために10

分程 トラ ックの姿を見失 ってしまいました。

そこで私 は車を止めて，子供たちと一緒 に，
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どの方向に行 けばよいのか教 えて下 さいと

天父に願 い求 めました。5分 もたたないう

ちに，私たちの車は再び夫の車のすぐ後ろ

を走っていました。 しか し激しい雷雨は一

向に衰えず，一寸先 も見えない豪雨の中で，

またもや トラックの姿を見失 ってしまいま

した。私たちは もう一度祈るために，比較

的車の少なそうな脇道に出ました。不案内

な土地で，右 も左もさっぱ りわか りません

でした。雷雨はますますひどくなってきま

す。私は地図もなく，数時間はかかる我が

家までをどうして帰 った らよいのか見当も

つきませんでしたが，それで も気持ちは落

ち着いていて，何かがそのまま進むように

と告げるのを心に感 じていました。

ぞれか ら30分 もすると，空は一面墨を流

したようになり，滝のような雨が車に叩き

つけてきました。子供たちは，私が何度大

丈夫よと言い聞かせても不安な様子です。

私は今度家が見えたらそこで車を止めて，

道が間違っていないか どうか聞いてみると

約束しました。 しかし行 く手に トルネー ド、夙

(たつまき)の 警報が出ているので，これ

以上 この道を先 に進むのはやめた方がよい

と人々から言われた時だけは，子供たちも

さすがに青い顔をしました。

子供たちがめそめそする中で， ともか く

私 たちは祈 りました。素晴らしかった2日

間の大会 と，その間家族が一緒にいられた

ことを主 に感謝 し，また神権 に対する感謝

の気持ちを述べました。そして子供たちが

気持ちを落ち着け，天父の愛とみ守 りを感

じることができるようにと願いました。

そ して私 たちはそれまで進んで来た道を

さらに走 り続けました。途 中，私はみんな



で歌を歌うことに決めました。最初は陽気

な楽しい歌やフォークソングから始め，最

後は讃美歌になりました。讃美歌を歌い始

めてから間もなく，快 い平安が車の中に広

が り，子供たちは一人一人静かに眠 りにつ

きました。

私はそれまでに見たこともないひどい嵐

の方 に向かって車を走 らせなが ら，ずっと

歌い続けま・したが，その時の安 らかな気持

ちは素晴らしいもので した。私は， そのま

ままっすぐ行 くように・というみたまのささ

やきを感 じました。車の中が とても静かで，

聞 こえて くるのは自分の心臓の鼓動 と子供

たちの安 らかな寝 息だけでした。 このよう

な静けさを私 は感じたことがありません。

その時です。 にわかにあた りが暗くなって，

猛烈な風雨が車を襲 ったのです。一瞬私は

息を飲みました。が，それからす ぐ私は心

の 中に，天の聖歌隊が声高 らかに繰 り返し

この歌 を歌 うのを耳にしたのです。

黒雲迫 りきて

平和を乱すとき

明るき希望あり

救い近きを知 る

(讃 美歌170番)

私 はあまりの平安に もう少しで圧倒され

てしまいそうな思いで したが，すぐにまた

自分が天か ら直接啓示 を受けたことを悟 り

ました。

こうして私 と子供たちは無事家に帰 るこ

とができました。 トルネー ドは何 もかも破

壊 しながら進んで行きました。 しか し後で

ニュースでわかったことですが，夫の車は

わずか2，3分 の差で トルネー ドの前方を

走っていました。 また私の車 も， もし別の
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道を行 くようにというみたまの導きがなか

ったなら，危 うく トルネー ドの真っただ中

に飲み込 まれているところでした。天父はそ

の子供たちを御存 じであ り，愛し，ておられ

ます。 またどの道がどこに通ずるかを余す

所 なく，つぶさに見ておられ，私たちがその

教 えを心 に留めさえするなら，安全に目的

地 まで導 いて下さるのです。私は，そのこ

とを知識として得られたことに感謝 してい

ます。

「私 は

ヒューズ兄弟です。

あなたの

ホーム列 一チャーで謁

マー チ ン ・ベ イツ

私 が最後に妹のロレインを見た璽は・甘
いせ っけんの香りが漂う防音設備 を施

した病院の一室でした。彼女は金属ベッ ド

の殺菌された白いシーツの上に横たわ り，'

タ ンクやチューブや酸素吸入装置に囲まれ

ていました。

「ママ
。」妹は静かな優 しい声で言いまし

た。「ママ，私，死ぬのね。」それは，医師

にも否定できないことでした。妹は私 たち

に祈 って欲 しいと頼みました。一 どうや

っ，て祈 るのかさネ忘れていた私たちでした。

死ぬ前の晩に，私は父と母が少し休 んで
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』

いる間，妹のそばに座っていました。
ニんすい

妹 は昏睡状態ぞした。私は， 自分 の思い

が伝わって妹が快方 に向かって くれ ること

を願いながら，酸素補給テントの下か らそ

の小さな手を握 りしめました。たったひ と

りの妹なのに何 と遠く離れていたことで し

ょう。そのことを思うと胸が痛みました。

家 を出て大学，仕事 と独 り暮 らしを続けて

きたこの10年 間，妹 のことはあまり考 えた

ことがありませんでした。

それか らしばらくして，だれかが薄暗い

病室 に入って来る気配が しました。振 り返

ると，少し頭の毛が薄くなりかか った男性

で，優 しい目をしてほほえんでいました。

「こんにちは。」彼は物静かな声で言いま

した。「私はヒューズ兄弟です。あなたのホ

ームティーチャーです。やっと見つけまし

たよ。」

「兄弟?」 私は心の中で驚いていました。

「ああ……モルモ ンの人。」

'いつ も地味なスーツに身を包んでやって

来 るこのホームテ ィーチャーはとても良い

人たちで，少しの時間話 をすると，礼儀正

しく別れの挨拶をして帰って行 くので した。

それとも彼 らは宣教師だったのでしょうか。

私 たちは不活発で，実際の ところ， この町

に住んでいた2年 間というものは教会 との

接触を避けていたのです。私 は彼がどうや

って私たちを見つけたのだろうと不思議 に

思いました。

「容態はどうですか。」彼は優 しくほほえ

みながら尋ね ました。それは決して場違い

でない，思いやりにあふれたほほえみでし

た。ひとりよがりのおせっかいではあ りま

せ ん。 とにかく，彼が本 当に心配 して くれ
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ていると感 じることができたのです。

どういうわけか，私は最初に，医者か ら

も絶望的と宣告され るほどの病状に妹 を追

い込んだ，いろいろな併発症 について，事

細かく， 口を窮めて彼に説明 しようとしま

した。 しかし実際は， うめき声ともつかな

い声が 口をつき，せきを切 ったように，涙

があふれてきたのです。

私は，その夜の ヒューズ兄弟の言葉は何

も覚えていません。 ただ，彼が帰 った時，

私が心 に思ったのはロレインがどこかで生

き続けるだろうということでした。金色の

薄 い髪をした，このいたいけな小 さな体 は，

ひと時の間彼女を覆っていた幕屋に過ぎな

いのです。 彼の 口か ら聞いたわけではない

のですが，私 は心 の片隅で，妹がだれか慈

愛 に満ちた人の ところへ，両腕を挙げなが

ら駆けて行 く姿を思い浮かべることができ

ました。 まるで実の父親 に抱かれるように，

その人の胸の中に飛び込 んでいく姿が見え

たのです。

ロレインは私たちの もとを去 りました。

でもヒューズ兄弟は何度 も何度もやって来

ました。

1年 後 に，神殿の中で，家族の結び固め

の儀式を受けた時，ロ レインもそこにいる

という聖霊の証を受け，私たちは共 に涙を

抑 えることができませんでした。 そしてそ

れから数 日後に，私は神 殿結婚を しました。

私はよくロ レインのことを考えます。 そ

して，そのたびに私はあの素晴らしいホー

ムティーチャーのことを思い出します。彼

こそが私 たちに再び祈ることを教 えて くれ，
ま こと

悲劇を永遠の希望 に変える唯一真の道を示

してくれた人なのです。



、

ホ、一ムティーチャー

の 祝 福

デ リス ・シ ャ ン ・ス トウ クス

家 族の中で自分だけが教会員だった私は
1976年26歳 の 時にホームティー チヤー

か ら祝福 を受けました。その祝福 は3カ 月
う

程で成就 しましたが，そこに至るまでは紆
よ きよくせつ

余曲折を経なければな りませんでした。

その当時の私は，信仰 こそ堅く保って い

た ものの，心 には苦痛がありました。個人

的な事柄で大きな試しをかいくぐってきた

ばか りの時だったのです。 また私は永遠の

伴侶 となるべき高潔な男性の現われを心の

底から待ち望 んでいました。私は霊 的に も，

知的にも啓発し合うことのできる人を夫と

して求めていましたが，私の住むタスマニ

アにはごくわずかの教会員しかいなかった

ため，そのような男性を見つけることはと

てもできないものと思っていました。

私はその年の終わ り頃にアメリカを訪れ

る計画を立て，その計画 と自分の生涯の転

機 についてホームティーチャーであるJ・

E・ プレブル兄弟か ら祝福を受けました。

ところがその祝福で，私が年の瀬も押し迫

った頃にアメリカヘ旅立ち，その後3カ 月

以内に永遠の伴侶にめぐり会うことが述べ
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られたのです。そ してその男性が神権者 と

して正 しく力を発揮するために私が必要で

あること， またすべての事柄はあくまで主

の方法により，主の定めたもうた時に起こ

り，私が予想していたような形で成就する

とは限 らないこと，，さらにアメリカ滞在中

に神殿に参入して 自分のエ ンダウメントを

受 けるようになることなどが宣言されまし

た。私たちはふた りともその祝福が細かな

ところまで具体的に触れていることに驚き

ましたが，聖霊の証によって，神が私の未

来を示しておられ るのだと確信していまし

た。

12月 上旬，アメ リカヘ 出発する時，素晴

らしいホームテ ィーチャー，プ レブル皐弟

をはじめ多くの友人が空港 に見送 りに来て

くれました。その時，プ レブル兄弟は私を

傍 らに引き寄せ，夢の中で私の伴侶 となる

青い 目をした，金髪の小柄な男性を見たと

言いました。一私は期待 と不安の入り混じっ

た気持ちで飛行機に塔乗 しました。

アメリカ到着後間もなく私は自分のエン

ダウメ≧トを受けて27歳 の誕生 日を祝いま

したが，それは心を奮い立たせる素晴らし

い経験でした。 しか し私の約束の3カ 月は

間もなく過ぎ去ろうとしていました。1月

の末 になっても，いまだ 「彼」の現われる

兆 しはありません。家のことで深刻な問題

があったのと健康上の理由で2月 の中頃に

はタスマニアに戻らなければなりませんで

した。 ひどいホーム シックにかかっていた

ため，帰国するのは本当に嬉 しいことだっ

たのですが， もう一方では深い失望感を味

わっていましたg神 に対する疑念のような

ものと， 自分ははた して価値 ある人間なの
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」

だろうかという思いが湧いてきました。

帰国後，私は自分の将来の計画について

天父の助けを祈 り求めました。当時，聴 力

がかなり衰えてきていたため，それ までの

ように教師を続けることは不可能でした。

そこで法律学校 に入学することに決 めま し

た。そして3月 の初めには授業が始 まりま

した。初登校の 日， ひとりの事務職 員とあ

るクラスの登録簿を調べていたところ， 無

精な身なりをして， ひげを生やし， むさ く

るしく無作法な感 じの男性が近づいてきま

した。彼はぶ っきらぽうな口調で私がどの

クラスに行ったらいいかを教えて くれ まし

た。彼が私のクラスの教師だったのです。

彼の後についてクラスヘ行 く前に，「いった

いあの人はどういう人なんですか?」 と事

務職員に小声で尋ねたところ，彼女は 「こ

こで教鞭 をとっているストウクス教授です」

と答えました。

ところがその最初の授業を受けていた時，

とても信 じられないようなことが心に浮か

んできました。その小柄な人は， 目は青 く，

頭は金髪，その上，たとえ教師と生徒とい

う異なった立場であって も，学問上の関 心

から，私 とクラスを同じくしたのです。私

は思わず，「まさか，この人が。そんなはず

がないわ。彼は教会員で もなければ，歩ん

でいる道があまりにも違い過ぎる。 それ に

学究肌の人はそう簡単に教会には入らない

し」と心の中でつぶやいていました。

約1週 間後，マイケル ・ス トウクスは私

にデー トを申し込んできました。私はなん

とか口実 をもうけて断わりました。しか し，

その次の時には，デー トを申し込むという

風ではなく，昼食を一緒にするように強引
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な態度で迫ってきたのです。気がついた時

には，私は約束をさせられていました。彼

が並 々 な らぬ人物 であ る ということがわ

かるまで，それ程 時間はか か りませ んで
一
した。心底から親切で，思いやりがあ り，

優れた才能 に恵まれた人でした。過去 には

オ ックスフ ォー ド大学のローズ奨学生 とし

て見事な成績で法律学の学位を取得し，ス

ポーッマンとしても優秀 な人物だったので

す。 しかしそれにもかかわらず，彼が教会

員でないことには変わ りはあ りませんでし

た。

2カ 月後，聖霊による確認を得た私たち

は結婚 に踏み切 りました。そ してそれか ら

2カ 月後に彼は教会の会員となり，後 に私

たちはニ ュー ジーラン ド神殿で永遠の結び

固めを受けました。 そして今、ζ・たりのかわ

いい娘 に恵まれています。 よく考 えてみる

と，私たちが初めて会 ったのは，私がアメ

リカヘ出発した時から数えて2カ 月と27日

目のことでした。

私は教会員が非教会員 と結婚 して も，そ

の連れ合いが教会員になうというケースは

非常に少ないことを知 ってい ます。しか し

皆無というわけではありません。非教会員

との結婚 については，聖霊 に従うことこそ

が唯一確実な導きを得る方法であると思い

ます。私の場合 には確かにそうす ることに

よって祈 りに対する答えを得 ることができ

ました。

天父は御 自身の約束 を必ず成就されます。

ただそれは，神御 自身が定めたもうた時 と

方法に従 って成就されるのです。





臥

←

自 分の学んでいる学問が社会科学麺 い
は地震学，数学，音楽，生物学，植物

学，言語学，法学な ど，いずれの分野にせ

よ， 人は皆例外なく，本分，言い換えるな

ら，完成を目指す務めに打ち込んでいます。

30年 と少し前の大学時代，私はr成 熟度

一 優」という'評価を受けていました。確

か に，英国空軍兵としての3年 半にわたる

軍務， また結婚 もし，幼 ないひとりの娘の

父親でもあったという点か ら見れば，その

格別の扱いも納得がいきます。 しかし，私

に 「成熟」 した学生 という評価を下 した人

人が，ウェブスターの 「十分な発達 を遂 げ

た・2…・特質，状態」 という広 く認められて

いる定義 に照らし合わせずに評価 したこと

は疑うべくもありません。

私は本当の意味で，成熟していたのでし

ょうか。 イン ド， ビルマ，香港での軍隊生

活で私は成熟した人間になってい斥のでし

ょうか。確かに戦争体験 というものは 多く

の面で人を老練 にし，旅 は見聞を広 めさせ

てくれると言います。しかし，それが私 た

ちの理解力を高めてくれるとは限 りません。

幼なじみの恋人 との結婚は素晴らしい も

ので，私に新たな責任， 多くの機会をもた

ろ し1重 大な決定をしなければならないこ

とも南 りました。 しかし，私は結婚1こよっ

て本当に成熟した人間となったのでし ょう

かQ・

果実がいつ熟したかを判断するのはそう

難しいことではあ りません。 熟し過 ぎたも

のは一 目でわか ります。 しか し， 私たち人
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間 についてはどうでしょうか。 人はある時

期を過ぎれば， 黙っていても成熟した状態

になるものでしょうか。年下の人が年上の

人よりも成熟し，背の低い人が高い人より

も成熟することはあ り得ないことでしょう

か。まだ子供だったイエスが神殿の中で 「教

師たちの まん中にすわって，彼 らの話を聞

いたり質問したりしておられ」た時のこと

が思 い浮かびます。(ルカ2：46)博 識 なユ

ダヤの律法学者たちはイエスの成熟度 に舌

を巻きました。

私たちに必要 とされるのは どのような尺

∀

「果実がいつ熟したかを判断

するのはそう難しいことでは

ありません。熟し過ぎたもの

は一目でわかります。しかし，

私たち人間についてはどうで

しようか。J

ム
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度で しょうか。 高校から大学時代 にかけて，

私はいや というほど試験を受けてきました。

成績の評価がなされ，周囲の期待ほ ど良く

はなかった人もいれば， とても信じられな

いような好成績を収めた人もいました。知

識は成熟度を測る尺度として役 に立つでし

ょうか。 ガマ リエルの下 に学んだタルソの

サウロは博学の人でした。 しか し， その学

識は彼をクリスチ ャンの迫害へ と駆 り立て

ました。 そのサウロが，奇跡的な改宗の後

にこう宣言 しています。 「なぜなら，わたし

はイエス ・キ リス ト， しか も十字架 につけ

られ たキ リス ト以外のことは， あなたがた

の間では何 も知 るまいと，決心したからで

ある。」(1コ リン ト2：2)何 と素晴らし

いことではないでしょうか。

私 は講義室や図書館 に閉じこもりきりで

学生時代を過ごしたわけではありません。

陸上競技の練習をして トラックで過 ごした

時間が随分あ ります。その結果，私 は陸上

競技のみならず，ラグビー，クリケ ットの

選手にもなりました。

スポーツの能 力が成熟の度合 いを測る尺

度 となるでしょうか。

結婚後わずか2年 にして離婚 したある立

派な女性から私 のところへ，一通の手紙が

送 られてきました。 彼女はその中でこう嘆

いていました。「夫の頭 にあるのはスポーツ

の ことだけで した。ふたりでカを合わせて

結婚 生活を築 くというようなことは眼中に

ありませんで した。」思うに，その夫 という

人はプロ野球の選手としては偉大で したが，

聖徒の道/1982年3月 号

完成を目指して

結婚生活を営むまでには成熟していなかっ

たのでしょう。

それでは社交性 についてはどうで しょう

か。私は学生時代に，楽 しい人間関係を築

くための知識，芸術作品の鑑賞能力，お互

いの意思の疎通を円滑にする方法なξにつ

いて何がしかのものを身につけました。こ

れらの ものは人の成熟度を測る上で基本 と

なるものでしょうか。他 の事柄で もそうで

すが，これ につ いても，救い主の生涯の中

に答えを見いだすことができます。ルカは

こう記 しています。 「イエスはますます知恵

が加 わり，背たけも伸び， そして神と人か

ら愛された。」(ル カ2：52)

こ こ に鍵があ ります。つまり，情緒，肉

体，霊性，社交性の4つ の面でバランスのと

れた成長を心がけることです。

私は1948年 か ら50年 にかけて， イギリス

の ノッチ.ンガム大学に籍を置いていました

が，その間，末 日聖徒 になる幸運には恵ま

れ ませんでしたム 人生の 目的，どうしたら

進歩成長できるか， 目標達成 に向けてどの

ような努力が求められるかなどの事柄 につ

いては，無知の状態でした。学業，スポー

ツ，社交面ではかな りの水準 に達 していた

のですが，霊的には何か足 りないところが

ありました。宗教は持つ ことは持っていて

も，真剣 にそれに取 り組むということは し

ていなか ったからです。ですか ら教会に欠

かさず行 ってはいて も，教義 的に重要な意

味を持つ事柄 にっいて質問されたら答えら

れ なかったでしょう。
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本当の意味での私の成長が始まったのは，

24歳 を迎 えた頃からです。経済学 と法律学

を優秀な成績で卒業した私は，繊維製品，

化学製品，プラスチ ックなどを扱 う大手の

会社の管理業務研修社員として，社会へ の

第一歩を踏み出しました。

入社 して数週間後，モルモンの宣教師が，

導かれて我が家ぺ来ました。繰 り返 します

が，彼 らが我が家へ来たのは，そうするよ

うに導きを受 けたか らなのです。主は3人

の宣教師を遣わ して下さいました。(主 は

我が家の者たちがかたくなであるごとを御

存 じだったのです〉

キンボール大管長が会員による伝道の進

め方を説いた，あの素晴らしいフ ィルムス

トリップを見た人は，人々 との交際を深め

るきっかけとなるような出来事がいろいろ

あることを知っていることでしょう。身の

周りの変化が，福音のメッセージに対する

心 をさらに大きく開いてく.れた良い例が，

私たちの場合でした。私が社会人としての

第一歩を踏み出したばかりであったという

だけでなく，1引っ越しもあり，2番 目の子

供が生 まれたばか りの状態だったのです。

私たちの身辺 にはかなりの変化があ りま

したが，それに続いて，宣教師 を通して救

いの計画，永遠進歩の計画，つま り人が完

全な成長を遂げ，真の意味で成熟すること

ができるようにと神が定めた もうた計画を

学び， 人生観 もまったく変わ りました。

こうして宣教師から学んだメッセージが

真実であることを知るにつれ，価値観が変

28
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わり， ものを見る尺度も変わ りました。私 .

た ちはより充実した，意義ある生活に向け

て，成長への道を歩み始めました。全身全

霊 を尽くして申し上げたいと思います。永 ・

遠 の父なる神の独 り子， イエス ・キリス ト

は，私たち一 人一 人の救い主 であ り，貝費い

主 であられます。 キリス トは予言されてい

たごとく御 自身の教会を回復し，ジョセフ ・

ス ミスを初めとする聖なる予 言者を通 して

再 びみ言葉を語っておられます。

知恵の言葉 については特にそうでしたが，

私 たちの生活の変わ り様 を見て，友人のひ

とりがこう言いました。「酒 もタバコ もやめ

るだなんて， そんなことをしてた ら，出世

は とて もおぽつかないよ。」しかし，間違っ

ていたのは彼の方でした。彼は破産し，私'r

は順調なコースをたどったのです。

私たちのバプテスマはまさに人生の転機
さ
、と まなこ

で した。 「覚 りの眼」(教 義 と聖約110：11〉

が 開かれたのです。バプテスマ に次いで授

け られた聖霊 の賜は，助 け と導 きと慰 め
つ

を もたらし， 「王国に属け る平 和な ること」

を教えてくれました。そして私たちはよう

やく，完成を 目指 して進む という本来の務

めの緒に就いたのです。

私が最初の辞令を受けたのは，バプテス

マを受けたのとほぼ同 じ頃で した。研修を

終えたばか りの駆け出しの社員をその任に

就 けるのは時機尚早であると考える人もい

ま したが，天の窓が開かれ，什分の一 に伴

う約束の祝福が慎ましやかな我が家に注が

れてきました。(マラキ3：10参 照)私 たち
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は什分 の一の原則に心か ら感謝 しました。

そしてそれは今 も同 じ思いです。.この原則

に従うのに障害 となるものは何 もあ りませ

ん。まず最初 に什分の一を納めるな ら，主

は私たちが残 り10分 の9を 賢く用いること

ができるように助けて下さいます。私はそ

の ことを証 することができます。 ・

私たちはこの世の富のことで思い煩った

こどはありません。教会員となった時，我

が家には車，、電話は言うに及ばず，洗濯機

も，冷蔵庫も，掃除機 もあ りませんでした。

私たちは 「まず神の国と神 の義 とを求 めな

さい。 そうすれば，これ らのものは， すべ

て添えて与えられるであろう」(マ タイ6：

33〉 と いう主の勧告と約束 に常 に感謝 して

きました。 また私はこのことが真実である

と確か に証できます。私たちには主のみ業

をよ り効果的に進めて いく上で役に立つ物

が添えて与えられてきました。

その逆もまた真実です。20年 たって，私

たちは最初に居を構えた所を訪ねてみまし

た。私たちがそこに住んでいた当時，近所

にいた人々 も何人かいましたが，彼 らは昔

と比べて何 も変わったところがありません

で した。少しも成長 していないのです。彼

らは福音を拒み，霊的に死んでいました。

私が会社で最初 に与 えられた大 きな責任

は，私 を驚くほど広範 な石油化学 という業

界の真 っただ中に投げ込むような魅力にあ・

ふれたもので した。支 出，統計，管理業務

が与えられ，思いがけずも，化学者，技術

者たちと顔を付き合わせて働くことになっ
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∀

「私たちが現世の旅の第一歩

を踏み出し，神に似た者とな

るための工程を始めるに際し

て，・主はどのような原料を授

けて下さったのでしょうか。」

ム
たからです。 そして程なく，彼 らが用いる

専 門用語を使った り，全生産工程の説明図，

進行予定表， それに数え切 れないほどの計

算書， 見積書，企画書 な どを作成 した り

す るようになったのです。 原料，製品，副

製 品，触媒，収益，生産効率など，仕事は

実 に多岐にわたるもので したが，喜び も多

く，私 は仕事を存分に楽 しみました。 しか

し仕事 に対 してだけではなく，人生に対す

る理解の 目も開かれたのです。仕事の流れ

と，完成を 目指して進むという務めの間に

は似たところが数 多くあ りました。

そして間もなく，私は石油化学 という部

門は関連す る全工程の一端 に過 ぎないこと

を知 らされました。何しろその会社の所有
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する用地面積 は142ヘ クタール，全従業員

数は約1万 を数えていたのです。貨車や ト

ラ ックに積んだ石油，セルロースなど，ほ

かにも様々な大きさ，形の荷物が工場の入

口をくぐって来る様子はなかなかの見物で

した。それが少したつと，美しい織物，利

用度の高いプラスチックとなって，工場か

ら出荷されていくのです。そのような奇跡

が どうして起こるのか，私には驚きで した。

その疑問に対する答えは，仕事上のことを

勉強するだけでな く，人間 としての完成を

目指 して進むという務めについて学んでい

く内に，明らかになってきました。 そこに

は転化があったのです。私はそのような驚

異的な変化の過程が理解できうようになり

ました。その過程を通 して，大量の石油や

パルプが衣類などの 日用品に姿 を変 じてい

くのです。

では人生についてはどうでしょうか。人

生もひとつの工程 と言えないでしょうか。

完成を目指すひとつの工程と見ることはで

きないでしょうか。私たちが 自分に求めら

れる姿，天父が望 んでおられる姿 に到達す

るためには，変化，あるいは転化の過程を

経る必要があるのではないでしょうか。

私たちが現世の旅の第一歩を踏み出し，

神に似た者となるための工程を始めるに際

して，主はどのような原料 を授けて下さっ

たので しょうか。

第1に ，私たちの英智です。 それは 「す，

なわち，光明と真理」 です。

次に霊体ですが，これ も永遠の父から与

30

え られたものです。なぜなら，その御 方こ

そ 「たましいの父」だからです。(ヘ ブル12

9)

3番 目は肉体です。地上にいる間，私た

ちの霊はこの肉体 をまといます。

4番 目は天与の賜 と才 能で す。「一切の

善 い賜はキリストか ら授け られ」ます。(モ

ロナイ10：18〉

第5は 私たちの 「住 まうべき地」です。

(ア ブラハム3：24)

そ して6番 目が，「空 しく過 すことなかれ」

という命の下に与えられた時間です。(教 義

と聖約60：13)

これ らの大切な原料を用 いること， より1

適 切な言い方をすれば，転化させていくこ

とがす なわち完成を 目指して進んでいく務

め そのものなのです。 一

救い主はこう言われました。 「わたしが自

分の父の仕事をしなければならないことを

御存じなか ったのですか」(欽 定訳ルカ2：

49よ り和訳)天 父の仕事 とは何でしょうか。

「人に不死不滅と永遠の生命を もたらす」

ことがその仕事 だったのではないでしょう

か。(モ ーセ1139)こ れ こそが真の意味の

成熟であ り，神の ような属性を身につけるF

と いうことです。

救い主は 「命にいたる門は狭く，その道

は細い。」(マ タィ7：14)と 教 えられまし

た。永遠の生命に至る道は狭 く細い，試練

と従順 とを求められる道 というだけでなく，

一生をかけて歩む長い道で もあ ります。予

言者二一ファイは このことを強調 して，ま
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っすぐで狭い道 に入ったら 「あなたたちは
かた

これか らもキ リス トを確く信 じて疑わず，

完全な希望の光 を抱き，神 とすべての 人と

を愛して強 く進 まなければならない。それ

であるから，この後もたえずキ リス トの言

葉をよく味わいながら強く進み，終 りまで

堪ネ忍ぶならばr永 遠の生命を受ける』，か

くの如 く天の御父が言いたもうた。」(FII二

一 ファイ31：20)と 宣 言しました。

石油化学プラン トのことに話を戻してみ

ます。最初の工程は分溜です。つま り，石

油を高熱の炉に通して，ガスを初めとする
1様
々な成分 に分溜するのです。

今で もそうですが， まだ子供の頃，私は

シャデラク，メシャク，アベデネゴの物語
まこと

に心を打たれました。彼 らは神に真を尽くし，

偶像礼拝を拒んだために，バ ビロンの王，

ネブカデネザルによって燃えさかる炉 に投

げ込まれました。しか し王は，3人 どころ

か4人 の者が，火の中を何の害 も受けずに

歩いている姿を見て驚きました。 そしてこ

う言ったのです。「その第 四の者の様子 は

神 の子のようだ。」(ダ ニエル3：25)

皆 さ んは非難の嵐，誘惑に伴う苦境，r悪

しき者の火矢」(教 義と聖約27：17)に 耐 え

ることができますか。 主は私たちが徳 とい

う自分たちのよろいにほんのわずかな亀裂

さえも生 じさせるようなことを欲してはお

られ ません。主が望んでお られるのは，私

たちが真理，義，信仰を身にまとい，傷を

受 けることなく切 り抜け，私たちの内にあ

るみたまによって平和の福音を説きに出て
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完成を目指して

行 くことなのです。 もし 「神の御子でキリ

ス トである私らの蹟 い主の岩……人がその

上 に立つと倒れることのできない基」(ヒ ラ

マン5：12)の 上 に自分 自身を築くという

のであれば，私たちはそうするはずです。

私は 多くの人にこういう質問をしたこと

があります。 「あなたは心安 らかに生きたい

ですか。 それとも不安感を持って生きたい

ですか。」答えは例外なくこうです。「もち

ろん安 らかな心でいたいですよ。」 しか し，

その返事とは裏腹のような行ないをする人

が非常 に多いのはどうしたことでしょうか。

清くないこと， 人格を落としめるようなこ

とは，それ をするのはもちろん，考えるだ

けでも，心の安 らぎを奪います。聖霊が退.

き去 るからです。「主の 『みたま』は清ぐな

い殿に宿 りたまわない……のである。」(ヒ

ラマン4：24)

石 油 化学部門での経験は私に思考の糧を

与えて くれ ました。分溜の過程で粘度の高

い油が次第に残 っていきますが，それはさ

らに精製されて，様 々な有益な製品に分け

られていきます。精練 という原則は何百年

何千年 もの間，鉱業技術の 中で極めて重要

な位置を占めてきました。特に貴金属につ

いてはそれが言えます。

主御自身が 「金をふきわける者の火」(マラ

キ3：2)の よ うな御方であ り，私たちも

その模範に倣 うなら， 自分 自身の中から無

価値な もの，不要な物を追い出すことがで

きます。そのことを念頭 に置いて，次のよ

うに自問してみて下さい己 「私は1週 間前，
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1カ 月前，1年 前 と比べて清 くなっている

だろうか。」「不純 なもの，不用なものを取

り除いてきただろうか。」「成長の妨げとな

る習慣を克服しているだろうか。」

完全な者 となるための務めの中で重要な

のは転化の過程だけではあ りません。転化

の効率 ということもその中にあります。私

たちは先に述べてきた神か ら授け られた原

料をどれほど効率的に転化させているで し

ょうか。生活の中にどれほどの変化が生 じ

ているでしょうか。無駄に使われた時間，

眠ったままの才能，英知がどれほ どあるで

しょうか。頭脳，精神，気力，才能，空間，

時間など， これらはすべて私たちの管理の

職に含まれるものばか りです。恵み深い天

父がそれらを与えて下 さったのは，私たち

が誤用するためではなく，模範 と奉仕 の生
なん

活へと転化させるためなのです。「およそ何
ぴと

人にまれ，忠実にして正 しく，且つ賢き管

理人はその主の悦 びに入りて永遠の生命を

つ ぐべ し。」一(教義 と聖約51：19)

共 にイエス ・キリストの福音を学ぶ者と

して，私は皆さんの，忠実さを賞賛します。

しかしさらに忠実さを増 し加えていくよう

にお願いしたいと思います。皆さんが数 多

くの活動や学習の分野で成 し遂 げてこられ

たことを称えたいと思います。 しかし，な

お一層勤勉であっていただきたいと願 って

います。これまでに培われてきた霊性 を賞

賛します。 そしてなお一層高い霊性を身に

つけるように願うものです。

私はパウロの言葉 を借りて次のように祈
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「私は皆さんの忠実さを賞賛

します。しかしさらに忠実さ

を増し加えていくようにお願

いしたいと思います。」

ム

りたいと思います。「わたしの言葉 もわた

しの宣教 も，巧みな知 恵の言葉によらない

で，霊 と力との証 明によったのである。

それは， あなたがたの信仰が人の知恵に

よらないで，神の力に よる もの となるため

であった.」(1コ リ ント2：4-5)

また こう も祈 りたいと思います。全能の

主 のみたまによって 「われ らの心を非常 に

改めさせ，悪 を行 う性質をなくして常に善

を行なう望みを与え」たまえと。(モ ーサヤ

512〉 これこそがベ ンジャミン王の説教

に、 人の生活を変える力を与えた ものなの

です。

ひとつのたとえ話をしましょう。 ひとり

の人がいました。 彼は 自然の美に浸ってみ
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たいと考え， 美しい川の流れに沿って森 を

散策 しました。神の創造のみ業の素晴らし

さに心を奪われていた彼は，木の根が水際

まで伸びて道を、ζ・さいでいるのに気づきま

せんでした。その根につまずいた彼は，ま

っさかさまに川に落ちてしまったのです。

川は思 ったより深 く，その上，彼は泳ぎを

知 りませんでした。大声で助けを求めまし

たが，流れの中にのみ込まれてしまい，そ

の声はだれの耳にも届きませんでした。顔

を水面に出し， もう一度声を振 り絞 りまし

たが，助けの手は差 し伸べられそうにもあ

りません。彼は また水中に姿を消し再び浮

かび上が ってきましたが，その声は力無く，

とても人の耳に聞こえるような声ではあり

ませんでした。 ところが，その近くを歩い

ていて， 彼の声 を耳にした人がいたのです。

その人は川に飛び込み， 彼を岸 に救 い上 げ

ました。 元気を取 り戻 した彼は， 自分を救

ってくれた人の顔をまじまじと見詰めなが

らこう言いました。 「何 とお礼を言っていい

かわか りません。あなたは私の命を救って

下さいました。 あなたへの愛と感謝 の念を

伝えるために，何か私にできることはない

で しょうか。」

彼を助けたその人は顔に笑みを浮かべて

言いました。「それでした・ら，たくさんあり

ますよ。」そう言 って，どうすればよいかを

懇切ていねいに教えました。 しかし，それ

から悲しむべきことが起 こりました。 その

時のことが元で，助けてくれたその人が死

んで しまったのです。残された彼は悲しみ

聖徒の道/1982年3月 号

完成を目指して

ました。 しか し心 には暖かなものがありま

した。 なぜなら，彼は 自分を救 って くれた

人への愛と感謝の思いを表わすために，何

をしたらよいかを知 っていたか らです。

これは私たちにも言えることです。私た

ちの主であり救い主であるイエス ・キリス

トは・噸 が生 き奪 とができるよう1こ・

自ら死を選ばれたのです。私たちは 自分の

なすべ繊 翻 つて鴨 す・主の碕 葉は

、こうです。 艇∫しあなたがた がわた しを愛

するならば，わたしのい ましめを守るべき

である。」(ヨ ハ ネ14：15)

私 に とって，イエス ・キ リストヘの証に

勝 るものは何もありません。 イエス ・キ リ

ス トが私の救い主，購い主であり，全能の

神の御子であることを証 します。 また私は，

主が糞きたまい，御 自身の教会 を導き，そ

れを完全な姿に回復 し宅お られ ること，そ ー

して，数 々の予言者，特 に現在は私たちの

愛する予言者スペンサー ・W・ キンボール

大管長を通 してみ言葉を伝えておられるこ

とを知っています。

皆 さんが学び，生活し，チ ャレンジに応

え，決断し，成長 レていく時に，また 「キ

リス トの満ちみちた徳の高さ」(エ ペソ4：

13)を 目指，して，完成への道を歩んでいか

れる時に，主のあふれるばか りの祝福が共

にあるように願うものです。

瞬 。、・静
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も う祖母は死にかけているといマのに・
養老院の ドアに手をかけなが り，私は

全然別のことを考えていました。私は祖母
い

を愛 していましたから，もうすぐ逝ってし

まうのだと思うと，悲 しみが込 み上げて き

ました。 でも祖父 との再会 を心待 ちにして

いた祖母 のことで もあり，彼女にとって死

は祝福 とも，長 い間待 ち焦がれていた，彼

女の忠実さに対する報 いとも思えるのでし

た。しかし，私の心 といえば，死後に待ち

受けていることに対する確信が得 られない

焦 りで， いっばいでした。私 は，ある重大

な決断について悩み，混乱 し，心に平安 を

お与 え下さいと，主に嘆願 していました。

ですか ら，祖母の部屋 に足を踏み入れた途

端，私の心 を領 した平安 に，私 は本当に驚

いてしまいました。祖母は泣いていました。

そして，頬をつたう涙 をぬぐいながら，優

し気に，生涯のことを振 り返 り振 り返 り，

主がどんなに彼女 を恵みた もうたかを話す

のでした。彼女の静かな語調 とあ、ヨ・れる感

謝の念は，私の心か らこの世の煩 いをぬ ぐ

鹸 ・
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い去ってくれ ました。私 は立ったまま彼女

の話に聞 き入ってしまい，辺 りが暗くなっ

ているのにも気がつきませんでした。実際，

彼女は輝いており，やせて死にかかってい

るというのに，ほの白く光 って見えました。

以前感 じたことのある，彼女 に対する良

くない感情は，私 の心から消え去 り，私 は

口では言 い表わせない程，へ りくだった気

持 ちになりました。 いつまで も，いつまで

も， このままでい られたらどんなにいいで

しょう。私は，私のしわひとつない手を，

祖母の しわ くちゃになり た手の上 に置きま

した。そして，何 を考えているのかと聞き

ました。 する と祖母 は，私が考え続けてい

ながらも， うまく言い表わせなか ったこと

を言いました。彼女は頭を振ると，こう言

ったのです。 「ねえ，お前。・私の思 っている

ことを，お前が全部わかったらねえ。」 それ

か ら祖母 は，私が変わ ったと言いました。

私ほ，アイメイクア ップをしていないせい

じゃないかしら，だか ら少し変わって見え

たのよ，と言いました。でも，彼女は私を

見てさえ もいなか ったのです。彼女は窓の

方を向いてこう言いました。「そうじゃない

の。 お前は， ここに入って来た時 より変わ

りましたよ。お前は，先のことばか り気に

病んでいる。そして， これか ら何が起 こる

だろうと思 っているね。」私の両の 目.から，

涙がこぽれ落ちました。彼女の言 った通 り

で した。「心配 しなくていいんだよ。主 はお

前 にも，たくさんお恵みを下 さるか らね。

主は，お前をとても愛 しておられるよ。お

前 は私 に似 て， こらえ性 が ないねえ。そ

して， 自分 に準備ができていても，いなく

ても，主に何かを申し上げようとしている

ね。」

彼女 は，にっこりとして言いました。「私

聖徒 の道/1982年3月 号

は， こらえ性が なか ったか ら， いつ も主

を試みてきたよ。今，生涯の終わりに来て，

それで も私を愛 して下さっていることが，

本当に愛 して下さっている導とが，よくわ

かるんだよ。」話 し終えると，祖母の頬をつ

たって，涙が流れ落 ちました。私 は声こそ

立 てませんで したが，祖母の涙を見ている

と， もう，たまらなくなってしまいました。

その時，私たちは， お祖母さんと孫ではな

く，同 じ神様 の子供 として，何かを共にし

ていたのです。 ウィンザーお祖母 さんと共

に過 ごしたこのひとときを，私は一生忘れ

ないで しょう。時が来て，彼女 と一緒に住

まうようになる時 には，彼女は私を誇 りに

思って くれることでしょう。

私は，私たちよりも偉大なある御方が本

当においでになるという証 を胸 に，養老院

の階段を降りました。 その御方は，私など

が想像 もできない程，私を愛 して下さって

いるのです。主は，私 をとて も祝福 して下

さっています。 そのことを思うと，私は最

善 を尽 くさず には，いられなくなるので す。
く じ

挫けるということは， 自分で 自分を罰する

ことなのです。主 は， あふれるほ どの愛 に

満ちた神であり， 人を憎んだり，怒ったり

する御方ではあ りません。私は，たくさん

悪いことをしてきましたが，それでも主は

私 を愛 して下 さいます。あの日，祖母の顔

を見て以来，彼女 の愛を理解できたように

思います。それに，知 恵，謙遜，平安，

そう， あのあふれる平安 も。 この時感 じた

ことを，永遠 に朽 ちることのない石 の板に

書 くことができたらよいものをと，私は思

わずにはいられないのです。

*編 者 注 ：コ リー ンは， 祖母 の死 の3年 後

に 自動 車 事 故 で 他 界 し た。 上 記 の話 は ，

彼女 の 日記 か ら採 っ た もの で あ る。
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15歳 のある日・総大会の神権会に出席し
ての帰 り道にピザ ・パーラーに立ち寄

ったことがあります。 それがきっかけとな

って，私は什分の一について忘 れることの

できない教訓を得 ました。 父も兄 も私 もお

なか をすかせていました。私は注文 したも

あが来るのを待 っている間に，ひとりの友

達がそこでテーブルの後片づけをして働い

ているのに気づきました。 アルバイ トの 口

があまりないのに，どのようにしてその仕

事を見つけたのか と聞 くと，店 では もっと

人手を求めているとのことでした。

数分後，彼はまた私 たちのいたテーブル

に戻って来ました。店長がすぐにで も面接

をしたいと言 うのです。おそらく私がネク

タイをしめ，きちん とした身な りをしてい

たからでしょう。店長 は良い印象を持 って

くれた様子 で，面接は順調 に進 みました。

私が 日曜 日は休 ませて欲 しいと言 うと，替

わ りに 日曜出勤する社員は幾 らでもいるの

で，何の問題 もない とのことでした。 そし

てできるだけ早 い時機 に出勤するというこ

とで採用になりました。

その後2年 間，一っ一つ努力を重ねてい
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ったかいあって，ピザ料理を任せられるま

でになりました。

ところが， ある 日の夕方，仕事を始めよ

うとして，ふ と勤務 当番表 を見ると，予定

されていた私の出勤 日が1日 削られている

のです。店長が言 うには， もし決 まった時 ・

間数働 きたければ， 日曜 日に出勤 して欲 し

いとのことで した。それで私は 日曜 日に働

いてみましたが，気持ちの良いものではあ

りませんで した。 それ以来安 息日に働 くこ

とは断わるようにしましたが，以来店長 と

の関係はまず くな り，結局は，別の仕事 を

探すようにな りました。

しか し，おかしなことに，安息 旧を聖 く

守ることについては堅 く心 に決めていた私

にも， もうひとつの戒 めである什分の一の

律法を守るということについてはいい加 減

なところがあったのです。

両親に言われなければ，什分の一を納め

ることはあ りませんでした。言われれば「は

い， はい」 とうるさそうに返事 をし，翌週

になって，幾らかのお金を封簡に入れると

いう程度だったのです・私 には，律ぜ一生

懸命働 いて得たお金の一割 も投げ出すよう

なことをしなければならないのか，その理

由がわか りませんでした。

私は別の働 き口を探 し続けでいましたが，

ことは思 うように進みませんでした。 それ

でも私は，天父の助けによって必ず新 しい

仕事 を見っけることができると信じ，心か

ら祈 りました。 しかしある晩，祈っている

時に，私はひ とつのことに思い至 りました。

「今の仕事 で稼 いできた収 入の什分の一を

払 ってもいないのに， どうして主の助 けが

得 られるだろうか」 と思 ったのです。私は

次の、ζ、たつの聖句の意味について，心に深

く考 えました。

聖徒 の道/1982年3月 号

「これをもってわたしを試み，わたしが

天の窓を開いて，あ魯るる恵みを，あなた

がたに注ぐか否かを見なさいと，万軍の主

は言われ る。」(マ ラキ3：10)

「汝 らわが言 うところを行わば主なるわ

れこれに対 して責任 あり。されど，汝らわ

が言うところを行わずば汝ら何 ら約束 を受

けず。」(教 義 と聖約82：10)

私 は什分 の一の戒めに従 う決心をしまし

た。銀行に行 き， それまでなおざりにして

いた什分の一 を納めるために，かなりの額

のお金を引毒出しました。 そしてその日の

夕方に監督の家を訪れ，什分の一を手渡 し

たので した。

私は もっと良い働 き口を求 めて，ある自

動車の消音器を扱 う店 に就職 の申し込みを

しました。 それをしたのは1月 でしたが，

その店では，次の12月 まで，新たに人を採

用する予定はないというのです。 ところが

什分の一を納めて2日 後に，その店か ら電

話があ り，翌 日か ら働 いて欲 しいというの

で す。、こうして伝道に出る頃には，私の固

定給は前の職場 にいた時の3倍 になり，な

おその上 に，、かなりの額の歩合給 も受けて

いました。 お陰で伝道のための費用の半分

は 自分の収入で賄 うことができました。そ

の上伝道に出て1年 ほど経 った頃に，その

、消音器 の店の主人か ら両親 に電話があ り，

伝道費用の残 りを援助 させて欲 しいと言っ

てきたのです。

これ らの ことを単 なる偶然であると言う

人がいるか も知れません。 しか し私は，こ

れは自分がひ とつの福音の原則を何とか実

践するようにな り，その結果与えられた祝

福であると思 っています。什分の一は主の

祝福への扉を開いて くれるのです。
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曾 小さなお友だちへ曾

ちよう ろ う

:ポールマン長老のお話
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七十人第一定員会のロナル ド･E･ポ ールマン長老 に,イ ン

タ ビュー したところ,こ んなお話 をしてくださいました。

た し は,子 ど も の こ ろ,あ ま｢わ
りたの しくはあ りませ んで し

た。6人 きょうだ いの一 ばん上 だ っ

たので,い ろいろなせ きにんが あ っ

て,い や だったの です 。お父 さんや

お母 さんのい うこ とを,き ちん とし

ようと思 えば,い つ も,何 か をしん

38

ぱ い していなけれ ばな りませ んで し

た。今 で も,よ その家へ 行 くと,わ

た しは一 ばん年 上 の子 に,『 一 ばん

年上 って,ど うだい?』 と,た ずね

ます 。こんなお もしろい ことをい っ

ていた子 もい ました っけ。

『ぼ くは
,学 校 が大 す き。読 み書
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コー ドプ レーヤー を,か って きま し

た。みんな,大 よろ こびで した。大

きくなってか らは,ピ ア ノ もか って

もらい ま した し,小 さいお と うとや,

い もうとたちは,レ ッス ン もうけま

した。わた しのつ まは,お んが くを

べん きょうしてい ましたか ら,デ ー

トの ときは,と て もたの しみで した。

わた しは,つ まがバ ッハの き ょくを

ひ くの を,む ね をお どらせ なが ら,

ききました。

ポールマ ンとい うのは,オ ラ ンダ

の名前です 。わた しのお じい さんは,

オランダ で生 まれ ましたが,わ かい

ころ,南 アフ リカにわた りました。

そこで,ス コッ トラ ン ド人の少女 だ

ったおばあさん と,け っこん しまし

た。そ して,子 どもが ひ と り生 まれ,

イギ リスへ もど りました。それか ら,

つ ぎつ ぎに子 どもが生 まれ,グ ラス

ゴーへ行 き,ス コッ トラ ン ドへ行 き,

そこで,わ た しの父が生 まれたので

す。せ ん きょうしたちが,チ ラ シを

くば りに きたのは,こ のス コッ トラ

ン ドの家 で した。そこはアパ ー トの

3が いで,水 道がつ いてい るだけの

ところで した。それ で も;せ ん きょ

うしは,レ ッス ンに来 て くれ ました。

ひ とりのせん きょうしは,A･Z･

リチャーズ といいま したが,し ぬ ま

40

で,お じいさんの家 ぞ くといっ しょ

に,く らしま した。 わた しも,そ の

せ ん き ょうしが,大 す きで した。

それか ら,わ た しがオ ランダへで

ん どうに行 き,3入 のお と うとたち

も,オ ラ ンダへ でん どうに行 きま し

た。わた しの父 も,オ ラ ンダで,で

ん どう しま した。オラ ンダでは,お

じいち ゃんの き ょうだい たち に会 う

ことがで きま した。それ に,オ ラン

ダごも,な らい ま した。

天のお父 さまは,み な さんひ と り

ひ と りを,い つ も,あ い してお られ

ます。わ るい ことを した ときも,あ

い して くだ さい ます。 もちろん,か

な しまれ ますが,だ か らとい って,

もう,あ い して くだ さらない という

こ とではないのです。いつ も,お い

の りをして くだ さい。天 のお父 さま

は,み な さんが何 をしたか,ど うかん
L

じたか,何 で もきいて くだ さい ます。

天 のお父 さまは,い ま しめ をまも

っている子 だけ をあい して,ま もら

ない子 はあい して くださ らない と,

思 うこ とが あ りますね 。で も,そ れ

はちが います。 それ はサ タ ンが,そ

う思わせ ているのです 。天 のお父 さ

まは1い つ も,何 をしていて も,わ

た したち をあい しておられ るのです 。
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の日ざしが,お いらのせ中に

夏 てりつけて ひたいからあせ

がポトポトと,な がれおちた。きり

かぶのねっこのあいだに,む りやり,

てこをうちこんでいると,田 ちゃん

の声がした。

｢トッド
,父ちゃんがかえったよ。｣

おいらはてこをなげすてて,は た'

けの土をけちらしながら,家 へとん

で行ったんだ。せんたくものの下を,

ヒョイヒョイくぐりぬけて,走 って

行くと,あ やうく馬車にぶつかりそ

うになっぢまった。

｢ここだよ,ぼ うす。こなのふく

ろを,田 ち ゃんのところへ,も って

行っておくれ。｣

おい らは馬を馬車か らはな してや

って から,家 に入 った。ち ょうど,

父ち ゃん が田ち ゃん に,何 かのつつ

み をわた しているところだった。

｢モ スリン(ぬ の じ) ,.20ヤ ー ド

だ。｣

｢ま あ ,あ りがとう。｣田ちゃんは,

しあわせそうだった。田 ちゃんは,

ひもをほ どき,､紙 つつみをあけた。

｢こ のひもで
,ボ ールが作れるわ。

それに,紙 はべんき ようにつ かえ る

ねえ｣と い って,お い らにひも と紙

魁
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いったのさあ。｣

父 ちゃん は,じ ょうだん をいう と

きのように,目 をキ ョロキ ョロ させ

て,い ったんだ。｢だ めだって,い っ

たよ。｣

田 ちゃん は,ほ っとした かお にな

って,父 ち ゃんのそ ばに行 って,キ

ス した。そ して,ふ た りでわ らった

んだ。

｢わ たし ,と き どき,あ んた が何

をかんがえているのか,わ からな く

なるよ。｣田 ち ゃんは,い ったん だ。

ごはんがおわ ると,父 ちゃん は,

おのをもって,外 へ出て行 った 。

｢よ く
,ほ りかえしておいてくれ た

ね。ところで,読 み書 きのれん しゅ

うは,お わ ったのかい。｣

｢う ん。 でも,お いら,読 み書き

はきらいだ。｣

｢き らいだって
,ど うしてだい。｣

｢だ って
,思 うように書 けな いん

だもん。｣

父ちゃんは,ま た大 きな声でわら

って,お のを地めんにおろ し,シ ャ

ツをぬいで,き りかぶ を見ていた。

｢ま だ
,手 がなれ てないってわけだ

な。つづけていれ ば,な れ てくるさ。｣

父ちゃんは,き りかぶ のところに

すわって,ね っこをたぐった。

44

｢まだ
,ふ といね っこが切 れてい

な い。こいつ を切 って しまえば,か ん

た んに,ひ っくりかえせ るんだが。｣

父ちゃんは,お のをつかった。お

いらはよこにす わって,見 ていた。

ね っこが切 れると,父 ちゃんは,お

いらのよこに しゃがみこんだ。

｢こ れからが
,大 しごとだ。そう

だろう,ぼ うす。｣父ち ゃん は,い き

を切 らせ ながら,い った。

｢父 ちゃん ,は たけ一をうろう と思

ったの(Pそ うすれば,は たらかな

くてすむから(P｣と,お いらはきい

てみた。

父ちゃんは,し ばらくだ まってい

たが,や がてにっこ りわ らってい っ

たん だ 。｢金 は入 って来 るが,出 て

行 くものだ。 しか し,土 地は,す っ

とここにある。う りゃあ しないよ。

わ しらがお前にのこ してやれる,ざ

いさんだからな。｣

｢ざ いさんって9｣

｢ざ いさん ってのは
,じ ぶん のす

きな人にあげるこ とのできる,こ う

かなもののことだ。それ を,ど うし

ようと,か ってだ。人によ って,い

ろいろだ。エ ドは,土 地なんか,切

って,う れるものだと思 ってい る。｣

父ちゃんは,土 をにぎってい った。
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第2次 世界大戦中に・+二 使徒定員会会
員のアルバー ト・E・ ボーエン長老は，

ラジオでの一連の説教をまとめた 「不変の

原則」(Coπ 訂απ瑠 α煽dCん απgθ)と題する

本を著わしました。この中には，実 に時宜 に

かなったメッセージが盛 り込まれています。

当時の世の中は争いに満ちており，世 界中

の人々が確信と平安を もたらす不変のメッ

セージを求めていたのです。

現代の世 も，戦争の繰 り返 された当時と

よく似た面が数多くあ ります。私たちは現

在，数 々の困難な問題に直面しています。

国際間の重要な政治問題に加 えて， ここ数

十年来最悪の経済危機，すなわちインフレ

と個人の財政管理の問題とを抱えています。

私はボーエン長老の著書のタイ トルをお

借りして，一60年 間の勤労生活か ら得た確信

と私個 人の経験 についてお話 したいと思い

ます.私 は様々な経済状態を経験 してきま

した。社会 に出て間もない頃，金銭的に困

窮したことがありました。国内の不況や世

界的な大恐慌を経験 し，景気後退やインフ

レの時代をくぐり抜け，世に言う解決策が

経済状態の変遷と共に現われては消えてい

く様子をこの目で見てきました。その結果，

私はロバー ト・フロス トと同じ確信 を持つ

に至ったのです。彼は次の ように述べてい

ます。

「人の思 いが変わり
，世が移 り行 く，

すべては，受け入れる真理，

拒む真理 に起因する。」

(エ ドワー ド・C・ レイ ・サン編， 丁舵

Poe艀gofRo6e冗Fγ0碗 「ロバー ト・フ

ロス ト詩集」p.58)

これからお話することは，いつ までも変

わることのない基本原則に対する私の考 え

です。この原則に従うならば，いかなる経

済状態が来ようと，財政的な安定と心の平

安を保つことができるで しょう。

まず最初に，基本的な事柄 と将来の見通

しについて考え， この経済原則の適用範囲

を明らかにしたいと思います。

まず神の国を求めよ

ある 日，孫が私のところに来て次のよう

に言いました。 「ぽくは，おじいさんを初

め多くの成功 した人を見てきました。 そし

て， 自分 も成功した人間になろうと決心 し

たのです。ぼ くは，できるだけ大勢の人に

会 って，成功の秘訣を聞きたいと思ってい

ます。 おじいさん，これまでの生活を振 り

返 って，成功するために一番大切 な要素は

何 だと思いますか。」

私は主が与 えて下さった最 も偉大な成功

の公式を引用しました。 「まず神 の国と神

の義 とを求めなさい。 そうすれば， これら

のものは，すべて添えて与えられるであろ

う。」(マ タイ6：33)
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皆さんの中には，神の国を第一 に求めな

くて も経済的 に豊かな人がいる， と言って

反論する人もいるでしょう。確かにその通

りです。 しかし，神の王国を第一 に求める

人に，主が約束しておられるのは，物質的

な富だけではありません。私 自身の経験か

らもわか りますが，先の反論は当を得てい

ません。ヘン リック ・イプセ ンは次のよう

に述べています。 「金銭は物事の外皮であ

って核心ではない。金銭 によって食物は手

に入っても， 食欲は手に入らない。薬は買

えても，健康 は買えない。知 人はできて も，

友人はできない。 召使いは雇えて も，忠実

な人は雇えない。楽しい 日々が続いて も，

そこに平安 と幸福はない。」(丁舵Fo76s

Sc7αPδooκo∫Tんo撹8オ80η 読θB%ss`ηess

o∫L`脅 「フォーブスの仕事に関する名言集」

P・88)

物質的な祝福

物質的な祝福は，義 しい目的を もって義

しい方法で求める時に， はじめて福音の一

部 となるのです。 ここでヒュー ・B・ ブラ

ウ ン副管長の経験を思い起こしてみましょ

う。 第1次 世界大戦の時に若い兵士 として

働いていた彼は，ある日，年輩の友人を見

舞うために病 院を訪れました。この友人は

80歳 になる大富豪ですが，今や死の扉の前

に立たされていました。離婚 した妻や5人

の子供の うち， だれひとりとして病 院に見

舞いに来る者はいませんでした。ブラウ ン

長老は，友人が失 ってしまった，金銭では

買うことのできない ものについて考え，彼

の悲劇的な状態と悲しみの深さを思いや り

ました。 そして， こう尋ねました。 「もう

一度人生をや り直せるとした ら
， どのよう

に生活を変えたいと思いますか。」

聖徒 の道/1982年3月 号

数 日後に他界したその老紳士は，次のよ

うに答えました。ノ 「今振 り返ってみれば，

私は最 も大切 で価値ある財産を確かに持っ

ていたと思う。しかし，巨万の富を築 く過

程でそれを失ってしまった。 その財産とは，

私の母が神 に対 して，また人の不死不滅 に

対 して持 っていた純粋な信仰のことだ。・…、

君は人生で最 も価値ある ものについて尋ね

た。私 にはその答えとして，あの詩以上 に

適切 な言葉 は浮かんでこない。」 彼はブラウ

ン長老に，書棚か ら一冊の小さなノー トを

取 り出して 「私 は異邦人」 という詩 を読む

ように言いました。

母の教えた信仰を捨て

私はひとりの異邦人。

母の求めた神を忘れ

私はひ とりの異邦人。

祈 りによる慰めもなく

私はひ とりの異邦人。

死んだ父を抱きかかえた

永遠のみ腕も私にはない。

きらびやかな世界に誘われて

私はすべてを捨て去った。

盲 目となった私は

神のみ手からすべ り落 ち

目のくらんだ私は

空 しい名声を追い求めた。

きらきらと光 を放つ黄金に

人生のすべてをかけていた。

やがて勝利者 となった私は

限りない報酬をこの手 にした。

しか し，名声も， 黄金 も，快楽 も

すべての財産を投げ与えよう。

私の母 を支えていた

あの信仰さえ得られるなら。

ブラウン長老1ま，次のように記していま

す。
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「これが
，教会員の家庭に生まれなが ら

教会から離れていった男の最後の証である。

莫大な財産を手に入れたが，この世の富を

築 くために最 も大切 なものを失 い，孤独と

絶望の淵に沈んだ男の叫びである。」

(C磁 ♂郷`喀Q麗8君 「永遠の問い」pp、32-35)

モ ル モン経の中で，予言者ヤコブは次の

ように重要な勧告 を与えています。

「財産を求める前にまず神の王国を求めよ。

あな たたちが すでに キ リス トに望みを持

ってから宝を求めたならばその通 りに宝が

手に入るであろう。 しかし， その時あなた

たちがその宝を求める目的は，裸でいる者

に着物を着せ，飢えている者に食を与え，

束縛されている者を救って自由にし，病ん

でいる者 と悩んでいる者とを救 うなど，お

よそ善事を行うことである。J(モ ルモン経

ヤコブ2：18-19)

基 本 となる観点は以下の通 りです。 まず

神の王国 を求め，効果的な計画を立てて実

行し，賢明に時間を使い，将来の設計 をし，

そして与 えられた財産を神 の王国の建設の

ために役立てることです。 この永遠の観点

から物事 を見通し，固い基盤の上 に立って

生活するならば， 入念な計画 と熱意をもっ

て遂行すべき人生の 目標や 日常 の仕事 に，

自信を持って対処できるようになるでしょう。

この考 え方に基づいて，経済的な安定を

図るための5原 則について説明 したいと思

います。

@ 正 直 に什 分 の 一 を納 め る

什分の』を納めることは主や教会 に対 す

る寄付である と考えている人が いないで し

ょうか。什分の一を納めることは， 主に対

する負債を返済することです。 主は，私た
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ち の生命も含めてあらゆる祝福の源 となる

御方です。

什分の一 を納めることは戒めであって，

ひとつの約束を伴っています。すなわち，

この戒めを守るならば，「地に於て栄ゆべし」

(ア ルマ50：20)と い う約束がそれです。

この繁栄は，物質的な事柄だけにとどまり

ません。健康や精神の活力，家族の一致，

霊性の高揚などももた らされます。皆さん

の 中に什分の一 を完全に納めていない人が

いるならば，その人は戒めに従 う信仰 と勇

気とを求めて下さい。創造主 に対する義務

を遂行するならば，こり戒めを守る者にし

かわからない実に豊かな幸福を味わえるで

し よう。

@ 収入の範囲内で生活する
■

何で も買えるだけの収入を得 ることなど

できる訳があ りません。私は確信を持って

言いますが，人の心 に平安 をもた らす もの

は収入の額セなく， その財政管理です。金

銭は従順な僕にもなるし，厳しい主ムにも

なります。生活水準をいくらかゆとりのあ

る程度に抑 える人は， 自分の置かれている

環境を支配 しますが，いくらか収 入を超え

た範囲に求める人は，環境 に支配され，と

らわれの身となります。グラ ント大管長は

次のように述べています。 「人間の心の中

に， あるいは家庭の中に，平安 と満足をも

たらすものがひとつ あるとすれば， それは

収入の範囲内で生活することである。反対

に人々を苦 しめ，落胆させ るものがひとつ

あるとすれば， それは支払うことのできな

い負債である。」(G・ 卿 ♂Sめ噛 眺 「福音の

標準」p.111)

出費 を収入の範囲内に抑える鍵は，簡単



明瞭です。 それは自制 と呼ばれています。

この人生において私たちは遅かれ早かれ，

自分 自身を制することを学びます。食欲 を

制 し，経 済的な欲求を抑えるのです。収入

の範囲内で生活し，思いがけない時のため

に幾 らかの蓄えを残す人は，何と祝福され

ていることでしょうか。

@ 欲 しい 物 と必 要 な物 を

区 別 す る

購買欲は人が造 り出すものです。 自由競

争の経済社会では，限 りない商品とサービ

スが生み出され，それがより便利でぜいた

くな暮 らしに対する私たちの欲望を刺激し

ます。私はこのような商品やサー ビスを利

用する人， あるいはそれを生み出す経済制

度 を批判するつ もりはありません。私が関

心 を持 つのは，購入に際 して末 日聖徒が正

しい判断力を行使することです。犠牲が永

遠にわたる訓練の重要な部分を 占めている

ことを，忘れてはな りません。

合衆国や他の国々において，第2次 世界

大戦後に生 まれた 多くの両親や子供たちは，

繁栄の時代 だけを経験 してきました。欲 し

い物がす ぐ手に入る時代です。 そこには，

働 く能力を持つ人がすべて働ける十分な職

があ りました。 昨 日はぜいたく品であった

物が，今 日は必需品 と考えられる世 の中で

す。

ここで代表的な若い夫婦 を紹 介しましょ

う。 この夫婦は，両親が長年の犠牲 と苦心

の末 に手 に入れたぜいたくな品々を，結婚

当初から自分たちの家庭 に備えようとしま

した。あまりにも多くの品物を早急 に求め

た、ζ・たりは，安易なクレジットに走 り， 負

債の中に身を沈めていきました。 そのため，

教会が勧める食糧貯蔵や他の非常時に備 え

聖徒 の道/ig82年3月 号

るプログラムを行 なう経済的な余裕がなく

なってしまいました。

互いのわがままと粗雑な財政管理は，結

婚生活に重大な亀裂を生 じます。夫婦間の

問題の 多くは，経済的なことから始まって

いるようです。家族を養 うのに十分な収入

が得られないか，あるいは収入を正 しく管

理 してないか，そのどちらかです。

ある若い父親が財政上の助言を求めて監

督のところに来ました。 そして， よく耳に

す る次のような話をしました。 「監督さん，

私 は技術者 として十分 な訓練を積みました

から，今では高い収入を得 ています。収入

を得る方法を学校の教師から学んだのです。

でも，その収入を管理する方法はだれも教

えてくれませんでした。」

すべての学生が消費者として必要な知識

を学校で身 につければ， それは望ましいこ

とでしょう。 しかし，彼らを訓練する責任

は，まず第一に両親にあ ります。両親はこ

の大切な責任を学校に任せ きりにしたり，

転嫁した りしてはならないのです。

負 債

この 訓練を行なう上で重要 なことは，負

債 について説明することです。 多くの場合，

経済上の負債には2種 類あ ります。すなわ

ち，消費によって生 じる負債 と投資あるい

は業務上の負債です。 消費によって生じる

負債 とは， 日常生活で使用 または消費する

品物 をクレジッ トで購入することです。例

えば，洋服や家庭用 品，家具などを分割払

いで買う場合がそうです。 この負債は，将

来の収入を担保 にして借 りた ものです。こ

れは非常に危険性をはらんでいます。失業

や思わぬ緊急事態に遭遇すれば，返済が困

難 になります。 その上，分割払いは最も費
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用のかさむ購入方法です。 品物の価格に加

えて，高い利子1と手数料を取 られてしまう

か らです。

若い夫婦であれば，時にはクレジッ トに

よる購入を必要 とすることもあるでしょう。

しかし， ここで注意 しておきたいことは，

実際に必要 とする物以外は購入しないこと，

そして負債はできるだけ早く返済す ること

です。金銭的な余裕がない時に，利子によ

る余計な重荷を負ってはなりません。

投資負債は，家族の生活を保証できる範

囲に担保を制限すべきです。投機的事業に

手 を出してはいけません。投機 には， 人を

酔わせる独特の雰囲気があります。 人間の

尽きることのない物欲 によって， 多くの財

産が失われてきました。過去の人々の悲劇

から学ぼうではありませんか。 そして， ま

すます増え続ける商品を手に入れ ようと，

飽くことを知 らない物欲の奴隷になって，

時問や労力や健康を浪費することをやめよ

うではありませんか。

キンボール大管長はこの問題について示

唆に富んだ勧告を与えています。

「主は私たちに過去の時代 には見られな

い繁栄を与えて下さった。私たちは豊富な

資源を支配 し， この地上で生活を営んでき

た。しかし恐ろしいことに， 多くの入々は

牛や羊，土地や建物，また富に満たされす

ぎて，偽 りの神であるそれ らのものを崇拝

し始め， それらの ものに支配されるように

なってきた。私たちの信仰はもはやこれ以

上の物資に耐えきれずにいるのではないだ

ろうか。 人々は永遠の幸福を願 って多くの

お金，株，債券，有価証券，土地， クレジ

ッ トカー ド，家具， 自動車， その他 この世

の安易な生活を保証するもので身を固める

ためほとんどの時間を費やしている。私た
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ちの務めは，与えられた豊富な資源を家族

や定員会で用いて神の王国を築 くことであ

るという事実を見落 としているのである。」

(r偽 りの神々』「聖徒の道」1977年8月 号，μ351)

キ ンボール大管長の言葉 に加 えて，・この

ことを証 したいと思います。家族の理にか

なった要望 や必要以上 に財産を蓄えても，

決 して心の平安 や幸福感が増す訳ではあ り

ません。

@ 予 算 を組 ん で ， そ の

範 囲 内 で 生活 す る

私の友 人の娘さんが，ブ リガム ・ヤング

大学の海外研修プログラムで半年間外国に

行きました。 ところが，彼女はいつ も送金

を求める手紙を家に書いてきたのです。友

人は心配になって国際電話をかけ，送金が

必要 な理由を問いただしました。すると彼

女は電話で次のように説明しました。 「だ

ってお父さん，送っていただ いたお金は，

全部使 ってしまったんです もの。」

友人は答えて言いました。 「わかってい

ないようだね。私が尋ねているのは出費の

計画，予算であって，使って しまったお金

の記録ではないんだよ。」

おそらく両親 というものは，下宿 中の息子

から電報を受けた次 の父親の ようにあるべ

きで しょう。 「カネナシ， タノシ ミナシ。

ムスコ」父親は折 り返 し電報を打ちました。

「キ ノドクニオモウ。チチ」

長年 にわたり大勢 の人々と面接 して感 じ

たことは，賢明な予算を組み，それにそっ

て 自身を抑制できる人があまりにも少ない

ことです。 多くの人々は，予算を組むと自

由が奪われると考えています。 ところが，

成功 している人々は，反対に予算が真の経

済的自由をもた らす ことを知 っています。



予算や財政管理をひ どく複雑 にした り，

そのために多くの時間を使 ったりする必要

はありません。ある移民して来た父親の話

ですが，彼は支払うべき勘定書は くつの箱

に，取 り立てるべき勘定書は書類差 しに，

そして現金はレジスターに収 めていましたg

あ る日，息子が次のように尋ねました。

「どうしてこんな方法で仕事 になるんです

か。利益のあったことは，一体何からわか

るのですか。」

父親は答 えて言いました。 「息子 よ，私

が船か ら降りた時，身 に着けているものと

言った らズボンだけだった。今では，お前

の姉 は美術の教師になり，兄は医者になっ

た。 そして，おまえは会計士だ。私は車や

家を手 に入れ，良い仕事にも恵まれている。

すべてが順調にいった。だか ら， ズボン以

外 に数 え上 げるものはすべて，私の利益な

んだよ。」

適切な予算の要素

賢明な会計 カウンセラーは，適切 な予算

には4っ の要素があると教 えています。第

一 に食料品や衣料 品など生活必需 品に要す

る費用，第二に家庭の維持に必要 な費用，

第三 に貯金や健康保険，生命保険など非常

時の必要 に備 えるための費用，そして第四

に将来のための賢明な投資と貯蔵プログラ

ムに要する費用です。

この中か らふたつの要素を取 り上げてみ

.ましょう。私たちの生活の中で，思いがけ

ない出来事ほど避 けられないものはないで

しょう。医療費が高騰する現在， ほとんど

の家族にとって健康保 険が，大きな事故や

病 気，あるいは出産，特 に早産などの費用

を賄 う唯一の方法になっています。生命保

険に加入すれば，一家の主人が不幸 にして

聖 徒 の道/1982年3月 号

早死 にした場合 も，遺族は引き続き収入を

得ることができます。すべての家族が適切

な生命保険 と健康保険に加入して，備えを

すべきです。

以上 の基本条件を満たした上で，●事業投

資用の資金を作るために節約 して定期的に

貯金するのです。 これは私の意見ですが，

定期的に貯金する習慣 をまず身につけずに，

投 資で成功 した人はほとんどいません。 こ

れには識別力を伴う判断力 と自制心が必要

です。投資には様々な方法があ ります。た

だひとつだけ忠告すると，投資のカウンセ

ラーを正 しく選ぶことです。投資で成功す

ることによって，あなたの信頼を受けるに

、ζ・さわ しい人物であることを確かめて下さ

い。

㊥ 金 銭 上 の 事柄 に

正 直 に な る

正直の理想的な姿は，決 してその姿勢を

崩さないことです。教会の指導者や会員と

して，私たちは正直を絵に描いたような人

物になるべきです。

兄弟姉妹の皆さん，私は以上の5原 則を

通 して，模範的な財政管理や予算がどのよ

うなものであるかお話 してきました。

それらの原則を適用 して，私たち一入一

人が善 い結果を得 るように願っています。

以上の事柄が真実であることと，私たちの

従事するみ業 とこの教会が真実であること

を証します。イエ ス ・キ リストのみ名によ

って，アーメン。

*編 者注 ：これはタナー副管長が1979年10

月の総大会福祉部会で行なった説教で，

教会幹部の要請により再度 「聖徒の道」

に掲げるものである。'

51



･})》ロ ー カル ニ ユー ス

●昨年のク リスマスの話題が各地から寄せ られた。今 月号では教

会内だ けの行事から脱皮 し,広 く地域社会 に働きか けることに成

功を収め,好 評を得たク リスマスの催 し物を3つ 紹介す る。

伝道部とステーキ部が結束 した

クリスマスのタベ
｢クリスマスってなあに?｣

(日本札幌伝道部伝道部長夫人,堀 田幸子姉

妹か らのお便 りを御紹介します)

日本札幌伝道部では,昨 年12月22日 に,ス テ

ーキ部の協力を得て伝道を目的としたクリスマ

スプログラム｢ク リスマスってなあに?｣を 催

しました。

札幌市の中央,大 通公園に面 した教育文化会

館を会場 として借り,午 後6時30分 よ り2時 間

のプログラムでした。1,000名 収容する会場に

は,招 待した真駒内養護学校,養 護施設｢柏 葉

荘｣,母 子寮の人た ち約150人 を初め1,050名

の人々が集まり,ス テーキ部の会員たちによる

ミュージカルと宣教師たちの歌と踊り,そ の他

が演じられました。2カ 月余りの熱 心･な練習の

成果は実に素晴らしく,集 まった人々の感動を

呼び起こさずにはいませんでした。

このプログラムを成功に導 くまでに,多 くの

宣教師と会員たちの準備 と犠牲がありました。

歌に踊りに演劇に練習を重ねた人々,ま た陰な

がら大道具,小 道具,衣 装を作って下さった人

人,あ るいはナレーター として,ま た舞台照明,

演出の手配をして下 さるなど様々な責任 を果た

▲教育文化会館で歌う宣教師

§

毒

!賊

して下さった兄弟姉妹,宣 教師たち,そ のよう

な一人一人の力が,ひ とつの目的のために捧げ

られたのです。その上,多 くの人々の祈 りが加

わり,遂 に成功 を見た時には,プ ログラムに参

加した多くの会員や宣教師が共に涙 し,喜 び合

いました。主の業のために一致し,力 を尽 くし

て働 く喜びを心から味わうことができ,ま た神

様の祝福をいただいて,成 功することができた

という証が得 られたことはなお一層喜びを大き

いものにしました。

翌 日の北海道新聞の朝刊にはこのプログラム

が報道され,ま た夕方6時 からのHBCテ レビ

で,プ ログラムの一部か放映され,末 日聖徒イ

エス･キ リスト教会の名を多くの人々が耳にす

ることになりました。

<マ スコ ミでも報道 された
｢ク リスマス ってなあに?｣
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さんをゲストとして迎え,彼 女の作詞,妹 の敦

子さんの作曲による｢愛 になれますか｣が 群馬

LDS聖 歌隊の前指揮者であったタイス俊子姉

妹の独唱により一般に披露された。この曲は曳

去る11月29日 に館林市で開かれた｢わ たぼうし

コンサー ト｣の 入選曲である。彼女のひたむき

に生きる姿を浮き彫 りにするかのような美しい

詩 と愛は,会 場につめかけた多くの人々の心を

打った。

6回 目を数える今回のコンサー ト活動 も,隊

員一人一人が,福 音の種をまく喜びを得,そ れ

ぞれか努力を積み重ねて作 り上げた結晶を,証

として多くの人々と分かち合える素晴らしい機

会となった。

優れた才能を持つ兄弟姉妹による群馬LDS

聖歌隊のなお一層の活躍が期待 される。(指揮

者:古 原さよ子姉妹,伴 奏者:福 本美幸姉妹,

ソ リスト:青 木柚美子姉妹)

日E≡ ヨE≡ヨ日 匡≡コ国 ロ≡ヨ巳 ヨ国 匡≡日日 【≡≡コE≡ヨ日 匡ヨ 日E≡ ヨE≡ヨ匠≡コ』ヨ 臣 コ匡≡ヨ匡≡ヨ∈蔦ヨ鷹≡コ日E≡ コE≡コ匡≡ヨ鷲 ヨ国 日 匡≡ヨ日 匡≡ヨ

い き

風刺のきいた粋な舞台演出
｢グ ッバイ･サ ン タク ロー ス｣

票
｢

翼
､

､

r
,

"

慧 ､

奪

▲渋谷東邦生命ホールで熱演す
る教会員
<ブ イ ナ ー レ

聡

去る12月26日,渋 谷東邦生命ホールで行なわ

れた｢グ ッバイ･サ ンタクロース｣と いう劇が

話題を呼んだ。

これは,教 会員によって構成されていた元劇

団枯草の有志たちが中心 となり,地 城社会の人

人への伝道を目的 として試みられた画期的な劇

と言える。前半では都会での信仰の持ち方が問

題となり,後 半は楽しい雰囲気の内にクリスマ

ス･キ ャロルで終わる,一 サンタクロースを主

人公にした物語である。クリスマスの本当の意

味を忘れ,単 なるお祭り騒 ぎとして終始するこ

とへの批判が込められたペーソスあふれる内容。

しか し,深 刻な劇ではなく,様 々な登場人物

が折 りなすコミカルな動きは,今 場 を琴いの渦

とした。フィナーレに組み込まれている,舞 台

の大 きな贈 り物の箱からサンタクロースや妖精

たちが飛び出し,実 際のプレゼントを観客に贈

るシーンは感動的であり,和 気あいあいのうち

に劇は終わった。凝った舞台装置,衣 装 メーキ

ャップは,そ の道に通 じた専門家の助け もあり

54



99

蚕`)しΨ4つ⊃1身号〉塁¥㌧44し鐸(ンぞη

⑦を秘マ蕨(1累(〃礁(〃日葺。4し･字身瓢).ぞ

コ(〃駈:¥須!`}44りき4津寧D豪(〃老立逓懸4

褻》誰マ房拝1⊃隅。4し(碁字i賑品(〃〉豪塀立

率日今(外4辞老。鐸し詳k唱璽身コ保日し蚤4騨

(騨准斡睾･躯｣一乙里【lr創)

三糎田嘉

告目ε三』=Z861/耳襲(ρヨ匡髪葺蓬…

G媚`耳里購1(〃老。4し鐸勤半(∂騨z`罪1(〃

4し畔噺4ぞコ身望3野困目晋〔齢字製。㍉燭晃

3寧に払620琶目阜=～コ(〃〔1回(〃者`誰吾嬰コ

宙製し2η誰呈辱)し尋=旧》(〃騨81Q身(タ

,)晋量翻財塁1(〃(懇4尋り準耳手`写駐缶普(グ准
qη

=,{¥二～翫皐劇講劉･

聖(oワ坐羊

(i響刻呆･¥

一染×噌一剴呆美一些×學章牽･騨田毒D

。喜罫へ)
。q劉マ身亀)聖⊃1々Y(〃》丹菊町

》り蟹孝毒旱む陳単捌(4認推私へ温'ωv数職
。ゑユ｣～身2コ4ミユ智箪`(縛鐸聖

0ア⊃1マO?,臥隷蟹)一し･字囲⊃li誹目遅Y牙受準
マりい　

口邸彰5(礪鐸構(〃牌卑4{拒宵`)一つを。q彫劉量

⑦営尋選呈昼k。当)免(〃).q興畢n蓼単1。射出(〃㌧

々Y(〃弱圏僻》`i纏`Y箪(〃営等罐コβ。4つ

準者鐸瓢勘(〃〉豪写1(44挫).q蟹孝願星聯甥
。幸獅掬窒磁》士日羊･へ4馨日↓･1碑燥;～隊

年韓り4∩。γ吾準(障勲穿毛障マ鼎白毒孝ぐ

･〈4を｢←(〃〉豪アにゆ準身‡単1》孝陳単1。4つ

準(鰐4孝噸劉隣1単姻(44粒`).し射孝融目いA

ぞ噸呈疑男管書ユ(〃マコ?砕4婁暉に1尋丹導町

`聡へ期(∠)マ⊃19:f身吾:γ皆畢(坪鍵(〃岳目ユ国

王(〃難軋:～婁弔量弔コ⊆:f(〃苛=γ辞4斑o,)に
o
.喜準告鐸辺量割Y`⊃1劉↓4弔尋

暑阜孝(〃包目⊃1←T(〃妾`畔峯。幸準穿(ゴ辞).窒

聯←T?丸へ宙⊃1(圏4(〃タY(〃科`70年｢馳孝寸

･く45(〃妾⊃1(44推撃辮職.o専季塁).辞季弔).

し射畢→･く44い硯窮乳穿該η老宰1(447坐

｢×一L14;6!=4ト･ン}!κ･
。4｣詳｢彙↓号丞…暫▼〉つ田蛾

尋｢γ｣ロ4:4･く喜･沁4滋｣

(o味受穿♀(き電1停

}慢卑暉呈≦階懸

。⊇Aへ)
.り螺孝罫二～｢↓準り曳へ鞘窪〉り.(≧ア尋

士貿秘臼･鮮=:。4つ罫生)｢欝程)。･へし⊃障

務}準壷/e孝.臥ユqつ(ゴ旱瞠⊃1県率別々卑(〃等

聯｣`}暫蓼陣翼(〃コ`翠膣型(〃身単翻吸(蜜

。丸爆累1･字劉←呈ぞ7楽峯叩昂輩省








	表紙
	目次
	大管長会ﾒｯｾｰｼﾞ　常に祈りなさい　ｽﾍﾟﾝｻｰ・Ｗ・ｷﾝﾎﾞｰﾙ
	質疑応答
	愛が義務感に取って代わる時
	キリスト・イエス
	黒雲のかなたに
	完成を目指して
	ｳｨﾝｻﾞｰお祖母さんの知恵
	「私を試みなさい」
	小さなお友だちへ
	不変の原則
	ローカルページ



